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警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

米米米国国国カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここののの製製製品品品ににに、、、
ガガガンンンややや先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどののの原原原因因因とととなななるるる化化化学学学物物物

質質質ががが含含含まままれれれててていいいるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここののの製製製品品品ににに使使使用用用
ささされれれててていいいるるるエエエンンンジジジンンンののの排排排気気気にににははは発発発癌癌癌性性性ややや
先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどののの原原原因因因とととなななるるる物物物質質質ががが含含含ままま

れれれててていいいるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

カリフォルニア州の森林地帯・潅木地帯・草地などでこ
の機械を使用する場合には、エンジンに同州公共資源
法第4442章に規定される正常に機能するスパークアレ
スタが装着されていること、エンジンに対して森林等
の火災防止措置をほどこされていることが義務づけら
れており、これを満たさない機械は、第4442章または
4443章違犯となります。

この製品に使用されているスパーク式着火装置は、カ
ナダの ICES-002 標準に適合しています。

警警警告告告
標標標準準準装装装備備備とととなななっっっててていいいるるるオオオリリリジジジナナナルルル機機機器器器やややアアアクククセセセサササリリリ
ををを取取取りりり外外外すすすととと、、、機機機械械械ののの性性性能能能ががが変変変わわわりりり走走走行行行状状状態態態ややや安安安
全全全性性性ににに問問問題題題ががが発発発生生生しししたたたりりり製製製品品品保保保証証証ががが適適適用用用ささされれれなななくくく
なななるるる場場場合合合がががでででてててきききままますすす。。。トトトロロロのののオオオリリリジジジナナナルルルパパパーーーツツツ
ををを使使使用用用しししななないいいととと重重重症症症事事事故故故ややや死死死亡亡亡事事事故故故ををを引引引ききき起起起こここすすす
可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。エエエンンンジジジンンン、、、燃燃燃料料料シシシススステテテムムムややや換換換
気気気シシシススステテテムムムににに対対対しししててて弊弊弊社社社ががが認認認めめめててていいいななないいい改改改造造造ををを施施施
すすすここことととははは、、、 EPA 規規規制制制違違違反反反ややや CARB 規規規制制制違違違反反反とととななな
るるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。

タタタイイイヤヤヤ、、、ベベベルルルトトト、、、ブブブレレレーーードドド、、、燃燃燃料料料系系系統統統ののの部部部品品品ををを始始始
めめめとととすすするるる交交交換換換部部部品品品にににははは、、、必必必ずずずトトトロロロ社社社ののの純純純正正正部部部品品品ををを
ごごご使使使用用用くくくだだださささいいい。。。

エンジンの保守整備のため、および米国環境保護局
EPA並びにカリフォルニア州排ガス規制に関連してエン
ジンマニュアルを同梱しております。エンジンマニュア
ルはエンジンのメーカーから入手することができます。

*この製品に使用しているエンジンのグロス出力やネット
出力は、SAE の J1940 規格に則ってエンジンメーカー
が実験室にて測定した数値です。安全性、排ガス規
制、機能上の要求などに合わせて調整されるため、こ
のクラスの芝刈り機のエンジンの出力トルクは、グロス
値よりも大幅に下げてあるのが普通です。

お手元の機械の主な仕様は、www.Toro.com でご覧に
なることができます。

はははじじじめめめににに
この機械は回転刃を使用するロータリー式乗用芝刈り
機であり、一般の住宅にお住まいの方がご自身で芝生
の刈り込みに使用することを前提として製造されていま
す。この製品は、適切な管理を受けている芝生の刈り
込みに使用することを主たる目的とする機械です。本
機は、雑草地や道路わきの草刈り、農業用地における
刈り取りなどを目的とした機械ではありません。

この説明書を読んで製品の運転方法や整備方法を十
分に理解し、他人に迷惑の掛からない、適切で安全
な方法でご使用ください。この製品を適切かつ安全に
使用するのはお客様の責任です。

弊社のウェブサイト www.Toro.com で安全講習や運転
講習の狩猟、アクセサリ情報の閲覧、代理店につい
ての情報閲覧、お買い上げ製品の登録などを行って
いただくことができます。

整備について、また純正部品についてなど、分から
ないことはお気軽に弊社代理店またはカスタマーサー
ビスにおたずねください。お問い合わせの際には、必
ず製品のモデル番号とシリアル番号をお知らせくださ
い。図 1にモデル番号とシリアル番号を刻印した銘
板の取り付け位置を示します。いまのうちに番号をメ
モしておきましょう。
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1. モデル番号とシリアル番号の銘板

いまのうちに番号をメモしておきましょう。

モモモデデデルルル番番番号号号

シシシリリリアアアルルル番番番号号号

この説明書では、危険についての注意を促すための
警告記号図 2を使用しております。これらは死亡事故
を含む重大な人身事故を防止するための注意ですか
ら、必ずお守りください。
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図図図 2

1. 危険警告記号。

この他に2つの言葉で注意を促しています。重重重要要要 は
製品の構造などについての注意点を、注注注はその他の
注意点を表しています。
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安安安全全全にににつつついいいててて
事故を防止するため、以下に示す安全上の注意や
安全注意標識のついている遵守事項は必ずお守りく
ださい 注意、警告、および危険 の文字は、人身の
安全に関わる注意事項を示しています。これらの注
意を怠ると死亡事故などの重大な人身事故が発生す
ることがあります。

安安安全全全ななな運運運転転転のののたたためめめににに
この機械は手足を切断したり物をはね飛ばしたりする能
力があります。重傷事故や死亡事故を防ぐため、すべ
ての注意事項を厳守してください。

以下の注意事項は ANSI規格B71.1-2012 から抜粋し
たものです。ここに揚げる ANSI 規格からの注意事項
は、お手元の製品にすべて当てはまる内容ですが、規
格自体が非常に幅広い用途を前提として書かれており
ますので、表現的に一般的すぎたりやや見当違いに
感じられるものも存在します。そのような表現につい
ては、弊社でこのオペレーターズマニュアル に関わる
機械の用途を考慮した表現に書き換えてあります。ま
た、この ANSI から抜粋した注意事項に続いて、「乗
用芝刈り機を安全にお使いいただくために TORO か
らのお願い」を掲載しております。

運運運転転転操操操作作作全全全般般般にににつつついいいててて
• お使いになる前にこのオペレーターズマニュアルを

お読みになり、記載内容すべてをお守りください。
機体にも注意事項などが表示されています。

• 回転中のパーツや機械の下には絶対に手足を近づ
けないでください。また排出口の近くにも絶対に人
を近づけないでください。

• 正しい運転知識を身に着けた責任ある大人のみが
この機械の操作を行ってください。

• 石、おもちゃ、針金など、機械にはね飛ばされて
危険なものが落ちていないか、作業場所を確認
し、取り除いてください。

• 芝刈りを始める前に周囲に人がいないことを確認
してください。人が近づいてきたら機械を停止さ
せてください。

• 絶対に人を乗せないでください。

• どうしても必要な時以外は、バックしながらの刈り込
みは行わないでください。後退する場合には、常に
自分の足元と後方の安全を確認してください。

• 刈りかすの排出方向に常に留意し、絶対に人に向
けないようにしてください。また、刈かすの排出方
向を壁などに向けないでください。排出されたもの
が跳ね返ってけがをする恐れがあります。砂利道
などをわたる場合には、ブレードの回転を止めて
ください。

• 必ず、デフレクタ、排出部カバーまたは集草装置
を取り付け、それらが適切に機能する状態で運転
してください。

• 旋回動作を行う時は、注意深くゆっくりと行ってくだ
さい。方向を変える前に、後方の安全と旋回方向
の安全を確認してください。

• エンジンを掛けたままで絶対に機体から離れないで
ください。車両を離れるときは必ず、ブレードの回
転を止め、駐車ブレーキを掛け、エンジンを停止
し、キーを抜いてください。

• 芝刈り作業中以外にはブレードを回転させないでく
ださい。機体を洗浄する時、集草装置を外す時、
排出口の詰まりを除去する時などは、エンジンを停
止し、可動部すべての動作が完全に停止するのを
待ち、キーを抜き取ってください。

• 機械の運転は日中または十分な照明のもとで行っ
てください。

• 疲れている時、病気の時、アルコールや薬物を摂
取した時は運転しないでください。

• 道路付近で作業するときや道路を横断するときは
通行に注意しましょう。

• トレーラやトラックに機械を積み降ろすときには安全
に特に注意してください。

• 安全めがね、すべりにくく安全な靴などの作業にふ
さわしい服装をしてください。長い髪はまとめてくだ
さい。装飾品は身に着けないでください。

• ウェイトの搭載が指定されている場合は必ず搭載
してください。

• 機械が落雷を受けると最悪の場合死亡事故となりま
す。稲光が見えたり雷が聞こえるような場合には機
械を運転しないで安全な場所に避難してください。

斜斜斜面面面でででののの運運運転転転操操操作作作
斜面はスリップや転倒などを起こしやすく、これらは重
大な人身事故につながります。どんな斜面であって
も、通常以上に注意が必要です。バックで登れない
場合やバックでの登坂に自信が持てない場所では作
業を行わないでください。

• 傾斜が15度を超える斜面の刈り込みはしないで
ください。

• 溝、穴、岩、くぼみ、マウンドなどに注意しましょ
う不用意に入ると機体が転倒する危険があります。

• 法面で停止しなくて済むように、低速で走行して
ください。

• 芝草がぬれている時は斜面での芝刈り作業をしない
でください。滑りやすくなっているために走行力が十
分発揮できず、制御できなくなる危険があります。

• 下り坂では必ず駆動輪をギアに入れておいてくだ
さい。

• 斜面では速度を落とし、より慎重な運転を心がけま
しょう。

• 急旋回したり不意に速度を変えたりしないでくだ
さい。
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• 芝刈り現場にに岩や木の幹などの障害物がある場
合には目に付きやすいマークをつけておきましょ
う。深い芝生に隠れて障害物が見えないことがあ
ります。

• 上り坂で急発進しないでください機体が後ろにのけ
ぞって転倒する危険があります。

• 下り坂では制御不能にならないよう慎重に運転し
てください。重心が前輪側に移動するとスリップを
起こしたり、ブレーキや舵取りができなくなる恐れ
があります。

• 斜面では急な発進や急な停止は避けてください。
法面を上れないと分かったら、まず停止し、刈り込
みブレードを止め、ゆっくりとバックで坂を下りて
ください。

• 集草装置などのアタッチメントを取り付けての作業
には十分な注意を払ってください。アタッチメントに
よってマシンの安定性が変わり、安全限界が変わ
る場合がありますからご注意ください。

• 足を地面に突っ張って機体を安定させようとするの
は非常に危険ですからやめてください。

• 段差や溝、大きく盛り上がった場所、池や川の近く
などでは刈り込み作業をしないでください。車輪が
溝などに落ちて機体が転倒すると、最悪の場合、
死亡事故などの重大な人身事故となる危険がある。

• 段差のある場所、溝の近く、急勾配、池や川の
そばの刈り込みは歩行式の機械またはハンドトリ
マーで行ってください。

子子子供供供ににに注注注意意意
子供の存在に気付かないと悲劇的な事故になりかね
ません。子供たちの多くは、機械や芝刈り作業に興
味を引かれます。子供は常に動き回る ことを忘れな
いでください。

• 作業場所に子供を入れないでください。子供たちが
周囲にいる時には、オペレータ以外の誰かが責任
をもって子供を監視してください。

• 万一、子供が作業場所に入ってきた場合には、直
ちにエンジンを停止させてください。

• 後退時や方向転換時には、必ず後方、足元、そし
て両サイドの安全を確認し、特に小さな子供がいな
いか注意してください。

• たとえブレードの回転を止めてあっても、絶対に子
供を乗せないでください。子供が車両から落下す
ると非常に危険です。

• 以前に刈り込み機械に乗せてもらったことのある
子供が突然目の前に飛び出したり、知らぬ間に
機械の後ろに立っていてひかれるなどの可能性
があります。

• 子供に運転させないでください。

• 見通しの悪い曲がり角や、茂み、立ち木、フェン
スの終点などの障害物の近くでは安全に一層注意
してください。

牽牽牽引引引時時時ののの安安安全全全事事事項項項
• 牽引される側の機械は、ヒッチポイントでのみ連結

してください。

• アタッチメントを取り付けて運転したり牽引したりする
場合には、アタッチメントのメーカーが決めたウェイ
トの搭載や重量制限を守ってください。牽引される
側は、本装置とそのウェイト、運転者、バラストの
重量を超えてはなりません。アタッチメントに示され
ているカウンタウェイトやホイールウェイト、牽引車
両のオペレーターズマニュアルに書かれている指示
などを守ってください。

• 牽引される側の機械には絶対に子供などを乗せな
いでください。

• 斜面では、牽引される側の機械の重量によって運
転制御ができなくなって転倒するなどの危険があり
ます。法面では牽引重量を減らし、装甲速度を
落としてください。

• 停止までに必要な距離は、牽引物の重さに比例し
て長くなります。牽引は低速で行い、停止距離を
十分にとってください。

• 旋回する時は、アタッチメントが機体に当たらないよ
うに大きく旋回してください。

整整整備備備作作作業業業

ガガガソソソリリリンンンののの安安安全全全ななな取取取りりり扱扱扱いいい

人身事故や物損事故を防止するために、ガソリンなど
の燃料の取り扱いには細心の注意を払ってください。
燃料は引火性が高く、気化すると爆発する危険があ
ります。

• 燃料取り扱い前に、引火の原因になり得るタバコ、
パイプなど、すべての火気を始末してください。

• 燃料容器は必ず規格認可品を使用してください

• エンジン回転中やエンジンが熱い間に燃料タンクの
フタを開けたり給油したりしない。給油はエンジンが
十分に冷えてから行ってください。

• 屋内では絶対に給油しないでください。

• ガス湯沸かし器やストーブなどの裸火の近くでは、
絶対に機械や燃料容器を保管格納しないでくださ
い。

• トラックの荷台に敷いたマットなど絶縁体の上では
絶対に燃料の給油をしないでください。ガソリン容
器は車から十分に離し、地面に直接置いて給油
してください。

• 機械をトラックやトレーラから地面に降ろし、機体を
接地させた状態で給油を行いましょう。機械を車両
に搭載したままで給油を行わなければいけない場合
には、大型タンクのノズルからでなく、小型の容器
から給油してください。

• 給油は、給油ノズルを燃料タンクの口に接触させた
状態を維持して行ってください。ノズルを開いたまま
にする器具などを使わないでください。
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• もし燃料を衣服にこぼしてしまった場合には、直
ちに着替えてください。

• 絶対にタンクから燃料をあふれさせないでください。
給油後は燃料タンクキャップをしっかりと締めて
ください。

整整整備備備一一一般般般

• 絶対に、締め切った場所で運転しないでください。
エンジンの排気ガスには致死性の有毒物質である
一 酸化炭素が含まれている。

• ボルトナット類、特にブレード取り付けボルトがゆる
まないように注意してください。マシンを常に良い
コンディションに維持しましょう。

• 安全装置の作動を妨げるようなことや、安全装置
による保護を弱めるようなことは絶対にしないでく
ださい。安全装置が適切に作動するかを定期的に
点検してください。

• 機体に刈りかす、草や木の葉、ほこりなどが溜まら
ないようご注意ください。こぼれたオイルや燃料、燃
料のしみこんだごみなどは完全に除去してください。
機械の格納はエンジンが十分に冷えてから行う。

• 衝突した時は、機械を停止して点検し、必要な修
理を行ってください。必要に応じて修理を行ってから
運転を再開してください。

• 絶対に、エンジンを掛けたままで調整や修理を行
わないでください。

• 集草装置の各部が消耗や劣化してくると、内部の
可動部が露出したり、内部に吸い込まれたものが
飛び出してくる危険があります。各部を頻繁に点検
し、必要に応じてメーカーが推奨する交換部品と交
換するようにしてください。

• 刈り込みブレードは鋭利で、不用意に触れるをけ
がをします。ブレードを取り扱う時は、ブレードを
ウェスでくるむか、安全手袋をはめて十分に注意
してください。

• ブレーキの状態を頻繁に点検してください。必要に
応じてブレーキの調整や整備を行ってください。

• 機体に貼ってある安全ステッカーなどは剥がさな
いでください。

• 製造時の性能を適切に発揮できるよう、交換部品
は必ずトロの純正品をお使いください。

乗乗乗用用用芝芝芝刈刈刈りりり機機機ををを安安安全全全にににおおお使使使いいい
いいいたたただだだくくくたたためめめににに TORO かかからららののの
おおお願願願いいい
以下の注意事項はANSI規格には含まれていないもの
もありますが、Toroの芝刈り機を安全に使用していただ
くために必ずお守りいただきたい事項です。

• 整備、修理、清掃、調整などを行う場合には、
必ず、エンジンを止め、ブレードスイッチを切り、

キーを抜き取り、さらに点火プラグコードを外して
ください。

• エンジン回転中は、機械の可動部、カッティング
デッキの裏側や排出口に手足や髪、衣服を近づ
けないでください。

• マシンには、使用中に熱くなる部分がありますの
で、これらの部分に触れないよう注意してください。
保守、調整、整備などの作業は、安全な温度に下
がってから行ってください。

• バッテリー液は毒性があり、皮膚に付くとやけどを引
き起こします。皮膚、目、衣服に付着させないよう
注意してください。バッテリーに関わる作業を行うと
きには、顔や目や衣服をきちんと保護してください。

• バッテリーからは爆発性のガスが発生します。バッ
テリーにタバコの火、火花などの火気を近づけて
はならない。

• 弊社が認可していないアタッチメントは使用しないで
ください。認められていないアタッチメントを御使用に
なると製品保証を受けられなくなる場合があります。

• トレーラまたはトラックに積み込む場合には、機体と
同じ幅のある一枚物の歩み板を使ってください。歩
み板の角度は 15 度未満としてください。
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傾傾傾斜斜斜確確確認認認方方方法法法

g011841

図図図 3
このページをコピーして各個人が利用してください。

1. この機械を安全に使用できる斜度の上限は 15度度度ででですすす。 法面で作業する場合には、まずその法面の傾斜角度をこのスロープチャート
で確認してください。傾傾傾斜斜斜ががが15度度度ををを超超超えええるるる斜斜斜面面面でででははは本本本機機機ををを使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。 推奨されている角度にあわせて折る。

2. この縁を垂線立ち木、建物、フェンスなどに合わせる。

3. 図のようにして、実際の法面の角度を折り線とを比較する。
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安安安全全全ラララベベベルルルととと指指指示示示ラララベベベルルル

危険な部分の近くには、見やすい位置に安全ラベルや指示ラベルを貼付しています。破損し
たりはがれたりした場合は新しいラベルを貼付してください。

decal93-7009

93-7009

1. 警告 デフレクタを上位置にしたまま、あるいは取り付けず
に、運転しないこと 必ず正しく取り付けて運転すること。

2. ブレードによる手足切断の危険可動部に近づかないこと

decal99-3943

99-3943
137cm54 インチデッキ搭載モデル用

1. エンジン

decal105-7015

105-7015
107cm42インチデッキ搭載モデル用

decal106-8717

106-8717

1. 整備作業前にマニュアルを読むこと

2. 25運転時間ごとにタイヤ空気圧を点検すること。

3. 25運転時間ごとにグリスアップすること。

4. エンジン

decal112-9840

112-9840

1. オペレーターズマニュアル
を読むこと。

3. 警告 整備作業前にはエ
ンジンキーを抜き取り、マ
ニュアルを読むこと。

2. 刈高
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decal119-8870

119-8870
137cm54 インチデッキ搭載モデル用

1. 刈高

decal119-8871

119-8871
107cm42インチデッキ搭載モデル用

1. 刈高

decal121-2989b

121-2989

1. 故障牽引時のバイパスレ
バーの位置

2. 通常使用時のバイパスレ
バーの位置

decaloemmarkt

メメメーーーカカカーーー純純純正正正マママーーーククク

1. 芝刈機メーカーが正規に使用しているブレードであること
を示す。

decalbatterysymbols

バババッッッテテテリリリーーーににに関関関すすするるる注注注意意意標標標識識識

全てがついていない場合もあります

1. 爆発の危険 6. バッテリーに人を近づけな
いこと。

2. 火気厳禁、禁煙厳守のこ
と。

7. 保護メガネ等着用のこと爆
発性ガスにつき失明等の
危険あり。

3. 劇薬につき火傷の危険あり 8. バッテリー液で失明や火傷
の危険あり。

4. 保護メガネ等着用のこと 9. 液が目に入ったら直ちに真
水で洗眼し医師の手当てを
受けること。

5. オペレーターズマニュアル
を読むこと。

10. 鉛含有普通ゴミとして投棄
禁止。
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decal131-1097

131-1097

1. オイルドレン

decal131-3620

131-3620

1. ペダル位置前進 3. ペダル位置後退

2. ペダル位置ニュートラル

decal131-3621b

131-3621

1. 周囲の人に大けがをさせる危険無用の人間を近づけないこ
と周囲に人がいる時はキーチョイススイッチ後退しながらの
刈り込みを使用しないこと。

decal131-3664

131-3664
137cm54 インチデッキ搭載モデル用

1. ブレード回転 3. オペレーターズマニュアル
を読むこと。

2. 後退

decal131-3665

131-3665
107cm42インチデッキ搭載モデル用

1. ブレード回転 3. オペレーターズマニュアル
を読むこと。

2. 後退

decal131-3954

131-3954
137cm54 インチデッキ搭載モデル用

1. On 2. OFF
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decal131-3955

131-3955
107cm42インチデッキ搭載モデル用

1. On 2. OFF

decal131-4036

131-4036

1. 牽引の最大重量は 36 kg。 2. オペレーターズマニュアル
を読むこと。

decal132-0872

132-0872

1. 異物が飛び出して人にあ
たる危険 人を近づけない
こと。

3. 手足や指の切断の危険 可
動部に近づかないこと。

2. 開いたバッフルから異物が
飛び出して人にあたる危
険排出口を開いたままで運
転しないこと必ずバッフル
または集草装置を取り付け
て使用すること。

4. 巻き込まれる危険 可動部
に近づかないこと。すべて
のガード類を正しく取り付け
て使用すること。

decal132-6863

132-6863
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decal121-0772

121-0772
107cm42インチデッキ搭載モデル用

1. 高速 4. チョーク

2. 無段階調整 5. PTOブレードコントロールスイッチ

3. 低速
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decal121-0773

121-0773
137cm54 インチデッキ搭載モデル用

1. 高速 4. チョーク

2. 無段階調整 5. PTOブレードコントロールスイッチ

3. 低速
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decal132-0870

132-0870

1. 警告 オペレーターズマニュアルを読む
こと。

3. 全身の危険人を乗せないこと後退すると
きは後方の安全に十分注意すること。

5. 積み込み時の転倒の危険トレーラなど
に積み込む時に歩み板を2枚使用しな
いこと必ず1枚ものの幅の広い板を使
用し、傾斜角度15度以内で使用するこ
と。搭載時登りはバックで、降りる時下
りは前進で運転する。

2. ブレードで手を切断、ベルトに手を巻き
込まれる危険可動部に手足を近づけな
いことすべての安全カバー類を正しく取
り付けておくこと。

4. 異物が飛び出す危険人を近づけないこ
と刈り込み前に危険なものを除去して
おくことデフレクタを必ずセットしておく
こと。

6. 法面で転倒する危険急な旋回をしない
こと勾配が15度以上の斜面に乗り入れ
ないこと。
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製製製品品品ののの概概概要要要

g028247

図図図 4

1. エンジン 5. Key Choice® コントロール 9. 芝削り防止ローラ 13. 後輪駆動輪

2. 運転席 6. 刈り込みデッキ 10. デフレクタ 14. コントロールパネル

3. ガソリンタンクのキャップ 7. 前キャスタホイール 11. 刈高レバー

4. ハンドル 8. 走行コントロールペダル 12. SmartPark™ スイッチ

各各各部部部ののの名名名称称称ととと操操操作作作
実際にエンジンを始動させる前に、運転装置図 5と図
6の名称や場所、操作方法に慣れてください。

g028250

図図図 5
コントロールパネル

1. SmartPark™ スイッチ 5. ブレードコントロールスイッ
チPTO

2. Throttleスロットル 6. 駐車ブレーキON
3. チョーク 7. 駐車ブレーキインジケータ

ランプ

4. 始動スイッチ 8. 駐車ブレーキOFF

g028251

図図図 6

1. 後退で刈り込み中の警告灯 3. 燃料残量確認窓

2. キーチョイスキー青色

始始始動動動スススイイイッッッチチチ
3つの位置がありますOFF、RUN、STARTです。キー
を START 位置にすると始動し、その後にキーから手を
放すとキーは RUN 位置に動きますエンジンを停止する
ときはキーを OFF 位置に回します事故防止のため、
機体を離れるときには、必ずキーを抜き取ってエンジン
を始動できないようにしてください図 5。

チチチョョョーーークククコココンンントトトロロローーールルル
冷えているエンジンを始動する時に使用します。ノブ
を引くとチョークが掛かります。ノブを押し込むとチョー
クは解除されます図 5。
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スススロロロッッットトトルルルコココンンントトトロロローーールルル
スロットルコントロールは FAST と SLOWの間で調整する
ことができます。前に倒すとエンジン回転速度が速く
なり 後ろに引くと遅くなります図 5

ブブブレレレーーードドドコココンンントトトロロローーールルルスススイイイッッッチチチPTO
ブレードPTOスイッチは、刈り込み刃のON/OFFを行う
スイッチです図 5。

燃燃燃料料料残残残量量量確確確認認認窓窓窓
機体の左側にあり、タンク内のガソリン残量の確認
に使用します図 6。

刈刈刈高高高レレレバババーーー
運転席に座ったままでデッキの高さを変更することがで
きます。レバーを引き上げる手前に引くとデッキの地
上高が高くなり、レバーを下げると地上高が低くなりま
す。この昇降操作は、必ず車両を停止させて行ってく
ださい図 15。

Key Choice® スススイイイッッッチチチ
ON にすると後退しながらの刈り込みが可能になりま
す。キーを ON 位置に回し、PTOが作動を始めたら
スイッチから手を離してください。PTOを解除すると、
このスイッチも解除されます図 6。

後後後退退退ででで刈刈刈りりり込込込みみみ中中中ののの警警警告告告灯灯灯
キーチョイスキーをONになって後退時刈り込み禁止イ
ンタロックが解除されると、この警告灯が点灯します。
安全装置が解除されていることを示す警告灯です。
PTOを解除したり、エンジンを停止させると、消灯しま
す。ランプが点灯している時は、後方の安全に十分注
意して作業してください。

SmartPark™ スススイイイッッッチチチ
電子制御で駐車ブレーキが掛かります。

以下のどの方法でも駐車ブレーキが掛かります

• SmartPark™ スイッチを ON 位置にする図 5。
• 走行ベダルがニュートラル位置になり、運転席を離

れると自動的に駐車ブレーキが掛かります。

• イグニッションキーをOFF にしてから自動的に駐車
ブレーキがかかるまで5~6秒間かかりますすでに掛
かっている場合は別。

駐車ブレーキを解除するには、スマートパークスイッチ
を OFF にセットキーはRUN位置にします。

アアアワワワーーーメメメーーータタタモモモデデデルルル 74787 のののみみみ
アワーメータは運転席に座って始動スイッチをON位置
にすると稼働時間を積算します図 7。

g017640

図図図 7

1. アワーメータの搭載場所運転席後ろ
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運運運転転転操操操作作作
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

燃燃燃料料料ををを補補補給給給すすするるる
• 機械の性能を最も良く発揮させるために、オクタン

価87以上の、きれいで新しい購入後30日以内無
鉛ガソリンを使ってくださいオクタン価評価法は
(R+M)/2 を採用。

• エエエタタタノノノーーールルル エタノールを添加10% までしたガソリ
ン、MTBEメチル第3ブチルエーテル添加ガソリン
15% までを使用することが可能です。エタノールと
MTBEとは別々の物質です。エタノール添加ガソリ
ン15% 添加=E15は使用できません。エエエタタタノノノーーールルル含含含
有有有率率率ががが 10% ををを超超超えええるるるガガガソソソリリリンンンははは絶絶絶対対対ににに使使使用用用しししてててははは
なななりりりままませせせんんんたとえば E15含有率 15%、E20含有率
20%、E85含有率 85%がこれにあたります。これ
らの燃料を使用した場合には性能が十分に発揮さ
れず、エンジンに損傷が発生する恐れがあり、仮
にそのようなトラブルが発生しても製品保証の対象
とはなりません。

• メタノールを含有するガソリンは使使使用用用ででできききままませせせんんん。

• 燃料タンクや保管容器でガソリンを冬冬冬越越越しししさささせせせななないいい
でででくくくだだださささいいい。。。 冬越しさせる場合には必ずスタビライ
ザ品質安定剤を添加してください。

• ガソリンにオオオイイイルルルををを混混混合合合しししななないいいでででくくくだだださささいいい。

危危危険険険
ガガガソソソリリリンンンははは非非非常常常ににに引引引火火火爆爆爆発発発しししやややすすすいいい物物物質質質ででであああるるる。。。
発発発火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすするるるととと、、、やややけけけどどどややや火火火災災災なななどどどををを
引引引ききき起起起こここすすす。。。

• 燃燃燃料料料補補補給給給ははは必必必ずずず屋屋屋外外外ででで、、、エエエンンンジジジンンンががが冷冷冷えええたたた状状状
態態態ででで行行行ううう。。。こここぼぼぼれれれたたたガガガソソソリリリンンンはははふふふききき取取取るるる。。。

• 箱箱箱型型型トトトレレレーーーラララににに本本本機機機ををを搭搭搭載載載しししたたた状状状態態態でででははは、、、絶絶絶対対対
ににに本本本機機機へへへののの燃燃燃料料料補補補給給給をををしししてててはははななならららななないいい。。。

• 燃燃燃料料料タタタンンンククク一一一杯杯杯ににに入入入れれれななないいいこここととと。。。給給給油油油ははは燃燃燃料料料
タタタンンンクククののの首首首ののの根根根元元元かかかららら 613mm 程程程度度度下下下まままでででととと
すすするるる。。。こここれれれははは、、、温温温度度度ががが上上上昇昇昇しししててて燃燃燃料料料ははは膨膨膨張張張
しししたたたととときききにににあああふふふれれれななないいいよよようううににに空空空間間間ををを確確確保保保すすするるる
たたためめめででであああるるる。。。

• ガガガソソソリリリンンン取取取りりり扱扱扱いいい中中中ははは禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守ししし、、、火火火花花花ややや炎炎炎
ををを絶絶絶対対対ににに近近近づづづけけけななないいい。。。

• 燃燃燃料料料ははは安安安全全全ででで汚汚汚れれれのののななないいい認認認可可可ささされれれたたた容容容器器器ににに入入入
れれれ、、、子子子供供供ののの手手手ののの届届届かかかななないいい場場場所所所ででで保保保管管管すすするるる。。。30
日日日分分分以以以上上上ののの買買買いいい置置置きききははは避避避けけけるるる。。。

• 運運運転転転時時時にににははは必必必ずずず適適適切切切ななな排排排気気気シシシススステテテムムムををを取取取りりり付付付
けけけ正正正常常常ななな状状状態態態ででで使使使用用用すすするるる。。。

危危危険険険
燃燃燃料料料ををを補補補給給給中中中、、、静静静電電電気気気ににによよよるるる火火火花花花がががガガガソソソリリリンンンににに引引引
火火火すすするるる危危危険険険がががあああるるる。。。発発発火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすするるるととと、、、
やややけけけどどどややや火火火災災災なななどどどををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

• ガガガソソソリリリンンン容容容器器器ははは車車車かかかららら十十十分分分ににに離離離ししし、、、地地地面面面ににに直直直
接接接置置置いいいててて給給給油油油すすするるる。。。

• 車車車ににに乗乗乗せせせたたたままままままののの容容容器器器にににガガガソソソリリリンンンををを補補補給給給しししななな
いいい。。。車車車両両両のののカカカーーーペペペッッットトトやややプププラララスススチチチッッッククク製製製ののの床床床材材材
なななどどどががが絶絶絶縁縁縁体体体とととなななっっっててて静静静電電電気気気ののの逃逃逃げげげ場場場がががなななくくく
なななるるるのののででで危危危険険険ででであああるるる。。。

• 可可可能能能ででであああれれればばば、、、機機機械械械ををを地地地面面面ににに降降降ろろろししし、、、車車車輪輪輪ををを
地地地面面面ににに接接接触触触さささせせせたたた状状状態態態ででで給給給油油油ををを行行行ううう。。。

• 機機機械械械ををを車車車ににに搭搭搭載載載しししたたたままままままででで給給給油油油ををを行行行わわわなななけけけれれればばば
いいいけけけななないいい場場場合合合にににははは大大大型型型タタタンンンクククのののノノノズズズルルルかかからららでででははは
なななくくく、、、小小小型型型ののの容容容器器器かかかららら給給給油油油すすするるる。。。

• 大大大型型型タタタンンンクククのののノノノズズズルルルかかかららら直直直接接接給給給油油油しししなななけけけれれればばばななな
らららななないいい場場場合合合にににははは、、、ノノノズズズルルルををを燃燃燃料料料タタタンンンクククののの口口口ににに常常常
時時時接接接触触触さささせせせたたた状状状態態態ででで給給給油油油ををを行行行ううう。。。

警警警告告告
ガガガソソソリリリンンンののの誤誤誤飲飲飲ははは非非非常常常ににに危危危険険険ででで、、、生生生命命命ににに関関関わわわるるる。。。
まままたたた気気気化化化しししたたた燃燃燃料料料ににに長長長期期期間間間ふふふれれれるるるととと身身身体体体ににに重重重篤篤篤ななな
症症症状状状ややや疾疾疾病病病ををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

• 燃燃燃料料料蒸蒸蒸気気気ををを長長長時時時間間間吸吸吸わわわななないいいよよようううにににすすするるる。。。

• ノノノズズズルルルややや容容容器器器ののの口口口やややコココンンンデデディィィシシショョョナナナのののビビビンンンののの口口口
なななどどどににに顔顔顔ををを近近近づづづけけけななないいい。。。

• 皮皮皮膚膚膚にににつつついいいたたた場場場合合合にににははは、、、石石石鹸鹸鹸ととと水水水ででで十十十分分分ににに洗洗洗
いいい流流流すすす。。。

スススタタタビビビララライイイザザザーーー/コココンンンデデディィィシシショョョナナナーーー
添加剤としてスタビライザー/コンディショナーを使用してく
ださい。この添加剤には以下のような働きがあります。

• 保管中のガソリンの劣化を防止する。ただし90日
間。以上の保管を行う場合はガソリンタンクを空に
しておくほうが望ましい。

• 運転中のエンジンのクリーニングを行う。

• ゴム状やニス状の物質の発生を抑え、エンジンの
始動をスムーズにする。

重重重要要要 エエエタタタノノノーーールルル、、、メメメタタタノノノーーールルルををを含含含んんんだだだ添添添加加加剤剤剤ははは絶絶絶対対対
ににに使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

適量のガソリンスタビライザー/コンディショナーをガ
ソリンに添加してください。

注注注燃料スタビライザー/コンディショナーはガソリンが
新しいうちに添加するのが一番効果的です。燃料
系にワニス状の付着物が発生するのを防ぐため、
燃料スタビライザーは必ず使用してください。

燃燃燃料料料ををを補補補給給給すすするるる
注注注 エンジンが停止していることを確認する。
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注注注 ガソリン残量は、残量確認窓で確認できます図 8。

重重重要要要 燃燃燃料料料ををを入入入れれれすすすぎぎぎななないいいでででくくくだだださささいいい。。。燃燃燃料料料タタタンンンクククののの首首首
ののの根根根元元元まままででで燃燃燃料料料ををを入入入れれれるるる。。。こここれれれははは、、、温温温度度度ががが上上上昇昇昇しししたたたととと
きききににに燃燃燃料料料がががあああふふふれれれななないいいよよようううにににすすするるるたたためめめででですすす。。。燃燃燃料料料ののの入入入
れれれすすすぎぎぎははは、、、燃燃燃料料料漏漏漏れれれやややエエエンンンジジジンンントトトラララブブブルルルややや排排排気気気装装装置置置ののの
トトトラララブブブルルルにににつつつななながががりりりままますすす。。。

g027243

図図図 8

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる
エンジンを始動させる前に、エンジンオイルの量を点
検してください手順は エンジンオイルの量を点検する
(ページ 31)を参照してください。

新新新車車車ののの慣慣慣らららししし運運運転転転
エンジンが設計通りの性能を発揮するまでにはある程
度の時間が必要です。刈り込みデッキや駆動系統も、
機械が新しいうちは摩擦抵抗などが大きいため、エン
ジンにはやや大きな負担がかかります。これを考慮し
て、新しい機械については、使用開始後4050 時間を
慣らし運転期間としてください。

安安安全全全第第第一一一
このマニュアルに記載されている安全上の注意やステッ
カーの表示内容を良く読んでください。あなたご自身
やご家族、ペット、周囲の人を事故から守るための
情報です。

危危危険険険
ぬぬぬれれれ芝芝芝、、、急急急斜斜斜面面面なななどどど滑滑滑りりりやややすすすいいい場場場所所所ででで運運運転転転すすするるるととと
滑滑滑っっっててて制制制御御御ででできききなななくくくなななるるる危危危険険険がががあああるるる。。。

• 傾傾傾斜斜斜ががが15度度度ををを超超超えええるるる斜斜斜面面面でででははは本本本機機機ををを使使使用用用ししし
ななないいい。。。

• 斜斜斜面面面でででははは速速速度度度ををを落落落とととししし、、、よよよりりり慎慎慎重重重ななな運運運転転転ををを心心心
がががけけけるるる。。。

• 水水水ののの近近近くくくににに乗乗乗りりり入入入れれれななないいいこここととと。。。

危危危険険険
車車車輪輪輪やややロロローーーラララががが溝溝溝なななどどどににに落落落ちちちててて機機機体体体ががが転転転倒倒倒すすするるる
ととと、、、最最最悪悪悪ののの場場場合合合、、、死死死亡亡亡事事事故故故なななどどどののの重重重大大大ななな事事事故故故ととと
なななるるる危危危険険険がががああありりりままますすす。。。

段段段差差差ののの近近近くくくににに乗乗乗りりり入入入れれれななないいいこここととと。。。

g027830

図図図 9

1. 安全ゾーン作業をしてよい
エリア。

3. 池

2. 段差や溝、池や川の近く
などの刈り込みには歩行
型芝刈機やハンドトリマー
を使う。

注注注意意意
こここののの機機機械械械ののの運運運転転転音音音ははは、、、オオオペペペレレレーーータタタののの耳耳耳ののの位位位置置置ででで
85 dBA とととなななりりり、、、長長長時時時間間間使使使用用用しししつつつづづづけけけるるるととと聴聴聴覚覚覚ににに障障障
害害害ををを起起起こここすすす可可可能能能性性性がががあああるるる。。。

運運運転転転ににに際際際しししてててははは聴聴聴覚覚覚保保保護護護具具具ををを使使使用用用すすするるるこここととと。。。

目、耳、足などの保護具を使用すること。
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図図図 10

1. 保護メガネ等を着用するこ
と。

2. 聴覚保護具を使用するこ
と。

イイインンンタタタロロロッッックククシシシススステテテムムムのののしししくくくみみみ

警警警告告告
イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチははは安安安全全全装装装置置置でででああありりりこここれれれををを取取取りりり
外外外すすすととと予予予期期期せせせぬぬぬ人人人身身身事事事故故故ががが起起起こここりりり得得得るるる。。。

• イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチをををいいいたたたずずずらららしししななないいいこここととと。。。

• 作作作業業業前前前にににイイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチののの動動動作作作ををを点点点検検検ししし、、、
不不不具具具合合合がががあああれれればばば作作作業業業前前前ににに交交交換換換修修修理理理すすするるる。。。

以下のような場合には、インタロックシステムが作動
します

• 走行ペダルがニュートラル位置にないとエンジンを
始動できません。

• エンジン始動時に駐車ブレーキを ON、PTO を
OFF にします。

• 走行ペダルがニュートラル位置にないのに運転席を
離れるとエンジンを停止させます。

• 走行ベダルをニュートラル位置にして運転席を離
れると自動的に駐車ブレーキを掛け、PTOを 解
除します。

• 駐車ブレーキを掛けずに運転席を離れるとエンジン
を停止させます。

イイインンンタタタロロロッッックククシシシススステテテムムムのののテテテススストトト
1. 運転席に座り、エンジン OFF、PTO スイッチ

が OFF を確認する。

2. 始動キーを START 位置に回すスタータが動く
が、エンジンは始動させない。始動した場合は一
旦エンジンを止めてからステップ 3に進む。

3. 始動キーをON位置に回し、スマートパークスイッ
チをOFFにする。ブレーキが解除され、ブレーキ
ランプが消えれば正常。

4. ブレーキ解除、走行ペダルニュートラルの状態
から、イグニッションスイッチをSTART位置に回
す。ブレーキが自動的に掛かってクランキングが
始まり、ブレーキランプが点灯すれば正常。

5. エンジン停止、キー ONの状態からブレードコント
ロールスイッチを引いて PTO を ON にするクラッ
チが入る音が聞こえれば正常。

6. 走行ペダルニュートラルを確認し、その状態か
らイグニッションスイッチをSTART位置に回す。
PTO が自動的に解除されてクランキングが始ま
り、エンジンが始動するがブレードは回転しな
ければ正常。

7. エンジンが作動している状態で、運転席から立
ち上がる。エンジンがそのまま作動を続け、ブ
レーキランプが点灯すれば正常。

8. 着席し、スマートパークスイッチを OFFにして
駐車ブレーキを解除する。エンジンが作動を続
ければ正常。

9. 運転席からもう一度立ち上がる。自動的にブレー
キが掛かり、エンジンは作動を続ければ正常。

10. 着席し、ブレードコントロールスイッチを引いてブ
レードを回転させる。

11. 運転席から立ち上がる。ブレードが回転を停止
し、エンジンは作動を続ければ正常。

12. 着席し、ブレードコントロールスイッチを引く。
ブレードが回転を開始すれば正常。ブレードコ
ントロールスイッチを押し込んでブレードの回転
を止める。

13. ブレードコントロールスイッチを引いてブレードを
回転させる。走行ペダルを後退位置に踏み込
む。ブレードが停止すれば正常。走行ペダル
をニュートラルにする。

14. ブレードコントロールスイッチを引いてブレードを
回転させる。キーチョイススイッチを ONFF 位置
にして手を離す。「後退しながら刈り込み中」ラ
ンプが点灯すれば正常。

15. 走行ペダルを後退位置に踏み込む。ブレードが
回転をつづければ正常。ブレードコントロールス
イッチを押し込んでブレードを停止させる。「後
退しながら刈り込み中」ランプが消えれば正常。
走行ペダルをニュートラルにする。

16. 入らない場合は、スパートパークスイッチをONに
し、走行ペダルを軽くたたくように 前進 または 後
退側に踏み込む。ブレーキが解除され、ブレー
キランプが消えれば正常。

注注注 「軽くたたくように」踏んでください。しっかり
踏みつけるとブレーキが作動してしまいます。

17. ブレーキが解除されたら走行ペダルを少しだけ踏
み込んで、運転席から立ち上がる。エンジンが
停止すれば正常。

18. 着席し、イグニッションキーを OFF位置に戻す数
秒後、ブレーキが掛かれば正常。

注注注 キー OFF ではブレーキランプは点灯しませ
ん。
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エエエンンンジジジンンンののの始始始動動動手手手順順順
重重重要要要スススタタターーータタタははは 1度度度ににに 5秒秒秒間間間以以以上上上連連連続続続ででで使使使用用用しししななないいいででで
くくくだだださささいいい。。。5 秒秒秒間間間以以以上上上連連連続続続ででで使使使用用用すすするるるスススタタターーータタタモモモーーータタタががが
焼焼焼けけけるるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。5秒秒秒間間間以以以内内内ににに始始始動動動しししなななかかかっっったたた場場場
合合合ははは、、、10 秒秒秒間間間待待待っっってててかかかららら再再再度度度始始始動動動ををを試試試みみみてててくくくだだださささいいい。。。

着席し、駐車ブレーキを掛ける図 11。

g027831

図図図 11

SmartPark™ 駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキののの
使使使用用用方方方法法法
電子制御で駐車ブレーキが掛かります。

以下のどの方法でも駐車ブレーキが掛かります

• SmartPark™ スイッチを押して ON位置にする図 5。
• 走行ベダルがニュートラル位置になり、運転席を離

れると自動的に駐車ブレーキが掛かる。

• イグニッションキーをOFF にしてから自動的に駐車
ブレーキがかかるまで5~6秒間かかりますすでに掛
かっている場合は別。

解除方法は、以下のどの方法でも構いません

• 走行ペダルを前進・後退方向に軽くたたくように踏み
込んでみる。

• ブレーキスイッチをOFF位置にする図 5。

刈刈刈りりり込込込みみみブブブレレレーーードドドののの使使使いいい方方方
ブレードコントロールスイッチは、刈り込み刃の ON/OFF
を行うスイッチです。刈り込みデッキや刈り込みブレー
ドだけでなく、エンジンから駆動力をもらうアタッチメント
はすべてこのスイッチで ON/OFF を行います。

ブブブレレレーーードドドををを回回回転転転さささせせせるるる

重重重要要要 背背背ののの高高高いいい芝芝芝生生生ののの中中中ににに駐駐駐車車車しししたたた状状状態態態でででブブブレレレーーードドドののの
回回回転転転ををを ON にににしししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。ベベベルルルトトトやややクククラララッッッチチチががが破破破
損損損すすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

注注注 ブレードを駆動する場合には、必ずスロットルを高
速にセットしてください。

g027902

図図図 12

ブブブレレレーーードドドののの回回回転転転ををを止止止めめめるるる

g027538

図図図 13

1. PTOスイッチ

エエエンンンジジジンンンののの停停停止止止手手手順順順
1. ブレードコントロールスイッチを押し込んでOFFに

する図 13。
2. スロットルレバーをFAST位置にセットする。

3. 始動キーを OFF 位置にして抜き取る。.
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マママシシシンンンををを運運運転転転すすするるる
このマシンは、ガーデン用トラクタとゼロターンマシンの
両方の特徴を持っています。つまり、ガーデン用トラク
タのように走行ペダルがあり、これによって前進と後退
の制御と走行速度の制御を行い、そして旋回動作は通
常のハンドルで行います。同時に、ゼロターンマシン
のように、駆動輪後輪は左右独立して駆動されますの
で、小回り性能が高く、急旋回が可能です。このよう
な特長のため、非常に取り回し性の高いマシンになっ
ていますが、同時に、こうしたマシンの運転に慣れてい
ない人には、それなりの練習が必要になります。

警警警告告告
こここののの車車車両両両ははは急急急激激激ななな旋旋旋回回回ががが可可可能能能ででであああるるる。。。確確確実実実にににコココンンン
トトトロロローーールルルしししななないいいととと人人人身身身事事事故故故ややや機機機械械械ををを破破破損損損すすするるるなななどどど
ののの事事事故故故ををを起起起こここすすす。。。

• 旋旋旋回回回動動動作作作ははは十十十分分分ににに注注注意意意しししててて行行行うううこここととと。。。

• 小小小さささななな旋旋旋回回回ををを行行行ううう前前前にににははは速速速度度度ををを十十十分分分ににに落落落とととすすす
こここととと。。。

エンジンの速度1分間の回転数はスロットルコントロー
ルによって制御されています。スロットルコントロールを
高速位置にすると最も良い性能が得られます。ほとん
どの作業は、常にエンジンを全開にして行います。

前前前進進進ととと後後後退退退
1. スロットルをFAST位置とする。

2. 駐車ブレーキを解除する。 SmartPark™ 駐車ブ
レーキの使用方法 (ページ 20)を参照。

3. 走行ペダルに足を載せて静かにペダルを踏み込
みます、ペダル前部を踏み込むと前進後部を踏
み込むと後退します図 14

注注注 前進後退とも、深く踏み込むほど走行速度が
上がります。

g027750

図図図 14

1. 前進 3. 後退

2. 走行コントロールペダル

4. 減速するにはペダルの踏み込みを浅くします。

車車車両両両ののの停停停止止止手手手順順順
マシンを停止させるには、走行ペダルから足を離し、ブ
レードスイッチを解除し、スロットルが 高速 設定である
のを確認し、駐車ブレーキを掛け、キーを OFF に回
す。必ず始動キーを抜いておくこと。

警警警告告告
置置置きききっっっぱぱぱなななしししののの機機機械械械ををを子子子供供供なななどどどがががいいいたたたずずずらららででで運運運転転転
すすするるるととと大大大きききななな事事事故故故ににになななるるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

機機機械械械かかかららら離離離れれれるるる時時時ははは、、、たたたとととえええ数数数分分分間間間でででももも、、、必必必ずずず始始始
動動動キキキーーーとととキキキーーーチチチョョョイイイスススキキキーーーののの両両両方方方ををを抜抜抜くくく習習習慣慣慣をををつつつ
けけけるるるこここととと。。。

後後後退退退しししななながががらららののの刈刈刈りりり込込込みみみ
このマシンには、後退しながらの刈り込みを禁止する
インタロックが装備されています。PTOを回転させた
ままで後退すると PTO が停止します。後退しながら
の刈り込みが必要な場合には、一時的にインタロッ
クを解除できます。

注注注 どうしても必要な時以外は、後退しながらの刈り込
みは行わないでください。

危危危険険険
ブブブレレレーーードドドををを回回回転転転さささせせせたたたまままままま後後後退退退しししててて、、、万万万一一一子子子供供供なななどどど
ををを引引引いいいてててしししまままうううととと悲悲悲惨惨惨ななな人人人身身身事事事故故故とととなななりりり、、、場場場合合合ににに
よよよっっってててははは死死死亡亡亡事事事故故故とととなななるるる。。。

• どどどうううしししてててももも必必必要要要ななな時時時以以以外外外ははは、、、バババッッックククしししななながががらららののの
刈刈刈りりり込込込みみみははは行行行わわわななないいい。。。

• バババッッックククすすするるるととときききにににははは、、、足足足元元元ととと後後後方方方ののの安安安全全全ににに十十十
分分分ななな注注注意意意ををを払払払ううう。。。

• 子子子供供供なななどどどををを作作作業業業エエエリリリアアアかかかららら確確確実実実ににに遠遠遠ざざざけけけるるるこここととと
がががででできききななないいいととときききははは、、、キキキーーーチチチョョョイイイススススススイイイッッッチチチををを使使使
用用用しししななないいい。。。

• 機機機械械械かかかららら離離離れれれるるるととときききははは、、、始始始動動動キキキーーーとととキキキーーーチチチョョョイイイ
スススキキキーーーののの両両両方方方ををを抜抜抜ききき、、、子子子供供供なななどどどののの手手手ののの届届届かかかななな
いいい安安安全全全ななな場場場所所所ににに保保保管管管すすするるる。。。

後退しながらの刈り込みや他のアタッチメントの使用を
安全に行うことができる場合には、以下の操作を行っ
てください

1. キーチョイスキーをスイッチに差し込む図 6。
2. PTOを入れる。

3. キーチョイスキーを止まるまで回して手を離す。

注注注 安全装置が解除され、コンソール上の赤いラ
ンプが点灯ししてそれを知らせます。

4. 刈り込みを行う。
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5. 刈り込みが終わったら、キーチョイスキーを抜
き取る図 6。

注注注 一旦解除された後退インタロックは、PTO を
OFFにするかエンジンを停止させるまでは解除状
態が継続し、PTO で駆動されるアタッチメントは
後退走行時にも作動を続けます。

刈刈刈りりり高高高ののの調調調整整整
注注注 図 15に示すように、移動走行時には、刈り込み
デッキを一番高い刈高115mmにセットしてください。

g028025

図図図 15

座座座席席席ををを調調調整整整すすするるる
運転席は前後にスライド調整することができます。体
格に合わせて運転しやすい位置を選んでセットしてく
ださい。

g027632

図図図 16

ハハハンンンドドドルルルののの位位位置置置調調調整整整
ハンドルには 3 つの運転ポジションと、完全直立ポジ
ションとがあります。完全直立ポジションは、乗り降り
時に使用する位置です。運転時には、最も運転操作し
やすい位置を選んでセットしてください。

1. ステアリングコラム解除ペダルを踏み込む。

2. ハンドルの位置を調整する図 17。

g027751

図図図 17
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芝芝芝削削削りりり防防防止止止ロロローーーラララををを調調調整整整すすするるる
107cm42イイインンンチチチデデデッッッキキキのののみみみ

刈高を変更した場合には、必ず芝削り防止ローラの高
さ調整を行ってください。

注注注 通常のフラットな芝生を刈り込んだ時にローラが地
表面に触れない高さに調整します。

1. ブレードPTOスイッチを解除し、駐車ブレーキ
を掛ける。

2. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各部が
完全に停止したのを確認してから運転位置を離
れる。

3. ローラを、以下のうちの1つの位置に調整する

• 上の穴刈高が 63mm 以下の場合に使用図
18。

• 下の穴刈高が 76mm 以上の場合に使用図
18。

g019929

図図図 18

1. 芝削り防止ローラ 4. 上の穴刈高が 63mm 以下
の場合に使用

2. 下の穴刈高が 76mm 以上
の場合に使用

5. ボルト

3. フランジナット

芝芝芝削削削りりり防防防止止止ロロローーーラララををを調調調整整整すすするるる
137cm54 イイインンンチチチデデデッッッキキキのののみみみ
刈高を変更した場合には、必ず芝削り防止ローラの高
さ調整を行ってください。

注注注 通常のフラットな芝生を刈り込んだ時にローラが地
表面に触れない高さに調整します。

1. ブレードPTOスイッチを解除し、駐車ブレーキ
を掛ける。

2. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各部が
完全に停止したのを確認してから運転位置を離
れる。

3. 芝削り防止ローラ図 19を、一番近い刈高位置
に合わせる。

g010233

図図図 19

1. 芝削り防止ローラ 3. フランジナット

2. ボルト 4. 穴の間隔

機機機体体体ををを手手手ででで押押押しししててて移移移動動動すすするるる
重重重要要要 機機機体体体ををを動動動かかかすすすととときききははは必必必ずずず押押押しししてててくくくだだださささいいい。。。車車車両両両
でででののの牽牽牽引引引はははしししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。車車車両両両ががが破破破損損損すすするるる恐恐恐れれれががが
ああありりりままますすす。。。

このマシンは電気ブレーキを搭載しています。機体を
押して移動する時には、キーを RUN 位置にセットす
る必要があります。電気ブレーキが適切に解除される
ためには、バッテリーが適切に充電されている必要が
あります。

機機機体体体ををを押押押しししててて移移移動動動すすするるるにににははは
1. 平らな場所に駐車し、ブレードコントロールスイッ

チを切る。

2. 駐車ブレーキを掛け、エンジンを停止し、キーを
抜き取り、可動部が完全に停止したのを確認した
ら運転席から降りる。

3. エンジンの両側にあるバイパスレバーを探し出
す。

4. バイパスレバーをキー穴に沿って前に動かし、更
に下に動かしてロックする図 20。

23
 



5. 始動キーをON位置にし、駐車ブレーキを解除
する。

注注注 エンジンは始動しないでください。

g017303

図図図 20

1. バイパスレバーの位置 3. 押して移動する時のレバー
位置

2. 通常使用時のレバー位置

6. 手押しでの移動が終わったら、バッテリーが放電
しないようにキーを STOP 位置に戻しておく。

注注注 マシンを始動できない場合でも、電気ブレーキが掛
かったままになっている場合があります。その場合、
電動ブレーキを手動で解除することができます 電動ブ
レーキの解除方法 (ページ 37)を参照してください。

運運運転転転操操操作作作

バイパスレバーをキー穴に沿って後方に動かし、更に
下に動かしてロックする図 20。

注注注 バイパスレバーが動作範囲いっぱいに後位置までき
ていることを確認してください。

デデデフフフレレレクククタタタののの使使使用用用にににつつついいいててて
カッティングデッキモアには、刈りかすを横下方向へ向
けるデフレクタが取り付けられています。

危危危険険険
デデデフフフレレレクククタタタややや、、、排排排出出出カカカバババーーー、、、まままたたたははは集集集草草草アアアセセセンンンブブブリリリ
ををを確確確実実実ににに取取取りりり付付付けけけずずずににに使使使用用用すすするるるととと、、、人人人がががブブブレレレーーードドドににに
触触触れれれたたたりりり、、、ブブブレレレーーードドドににに跳跳跳ねねね飛飛飛ばばばささされれれたたたももものののががが人人人ににに当当当
たたたっっったたたりりりすすするるるなななどどどしししててて極極極めめめててて危危危険険険ででであああるるる。。。回回回転転転刃刃刃ににに
触触触れれれたたたりりり、、、回回回転転転刃刃刃ににに跳跳跳ねねね飛飛飛ばばばささされれれたたたももものののににに当当当たたたるるる
ととと大大大けけけがががをををしししたたたりりり最最最悪悪悪ののの場場場合合合にににははは死死死亡亡亡事事事故故故とととなななるるる。。。

• デデデフフフレレレクククタタタははは刈刈刈かかかすすすなななどどどののの排排排出出出方方方向向向をををタタターーーフフフににに
向向向けけけるるるたたためめめののの部部部品品品ででであああるるるかかかららら、、、絶絶絶対対対ににに機機機械械械かかか
ららら取取取りりり外外外しししてててはははななならららななないいい。。。デデデフフフレレレクククタタタががが破破破損損損しししててて
いいいるるる場場場合合合にににははは直直直ちちちににに交交交換換換すすするるるこここととと。。。

• 刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキののの下下下にににははは絶絶絶対対対ににに手手手足足足ををを差差差ししし入入入
れれれななないいいこここととと。。。

• 刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキののの排排排出出出部部部ややや刈刈刈りりり込込込みみみブブブレレレーーードドドののの
近近近くくくををを清清清掃掃掃すすするるる時時時にににははは、、、必必必ずずずブブブレレレーーードドドスススイイイッッッチチチ
をををOFFにににししし、、、キキキーーーをををOFFにににすすするるるここことととしししててて抜抜抜ききき取取取
るるる。。。まままたたた、、、キキキーーーををを抜抜抜ききき取取取っっったたたららら、、、点点点火火火プププラララグググののの
高高高圧圧圧コココーーードドドももも外外外しししててておおおくくく。。。

移移移動動動走走走行行行ををを行行行うううとととききき
マシンの移送には十分に強度のあるトレーラやトラック
を使用してください。トレーラやトラックには、法令で定
められたブレーキ、灯火類やマークを必ず取り付けて
ください。安全に関する注意事項はすべてよく読んで
ください。あなたご自身やご家族、ペット、周囲の人
を事故から守るための情報です。

警警警告告告
公公公道道道上上上ををを走走走行行行すすするるる場場場合合合にににははは、、、適適適切切切ななな方方方向向向指指指示示示
器器器、、、反反反射射射器器器、、、表表表示示示、、、低低低速速速車車車表表表示示示なななどどどががが定定定めめめららられれれ
ててておおおりりり、、、こここれれれらららををを遵遵遵守守守しししななないいいととと危危危険険険ででであああるるる。。。

公公公道道道上上上なななどどどををを走走走行行行しししななないいいこここととと。。。

1. トレーラを使用する場合は、トレーラを牽引車
両に接続するとともに、安全チェーンを取り付
けること。

2. ブレーキを使用する場合には、ブレーキの接続を
行なってください。

3. トレーラまたはトラックにマシンを乗り入れる。

4. エンジンを停止し、キーを抜き取り、駐車ブレー
キを掛け、燃料バルブを閉じる。

5. 前キャスタタイヤおよび後部バンパーを利用して
機体をロープで固定する図 21。

注注注 機体前部の固定は、ステアリングや刈り込み
デッキを避けて、前キャスタホイールで固定して
ください。
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図図図 21

トトトレレレーーーラララへへへののの積積積みみみ込込込みみみ
トラックやトレーラに積み降ろしなどをする場合には十分
に注意して作業を行ってください。トレーラなどへの積
み降ろしには、マシンよりも幅広の一枚ものの歩み板を
使用してください。積み込み登りはバックで、降りる時
には前進で運転してください 図 22。

g028294

図図図 22

1. 登りはバックで。 2. 下りは前進で。

重重重要要要 左左左右右右ににに分分分かかかれれれたたた細細細いいい板板板ををを使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

また、板と地面との角度が15°以下となるよう、十分な
長さのある板を用意してください 図 23。具体的には、
地面が平らな場合、トラックトレーラの荷台の高さの4
倍程度の長さの板が必要になります。角度が大きすぎ
ると機体の底部をこすって装置が破損する恐れがあり
ます。これよりも角度がきついと、転倒するなどの危険
性が高くなります。法面上や法面の近くでトラックやト
レーラに積み込む場合にはトラックやトレーラが坂下に
なるように駐車して作業してください。これにより歩み板
の角度を小さくすることができます。

警警警告告告
マママシシシンンンをををトトトレレレーーーラララなななどどどににに搭搭搭載載載すすするるる作作作業業業ははは、、、機機機体体体ををを転転転
倒倒倒さささせせせるるる危危危険険険をををはははらららんんんでででおおおりりり、、、万万万一一一そそそのののよよようううななな事事事故故故
ががが起起起こここるるるととと死死死亡亡亡事事事故故故なななどどど重重重大大大ななな人人人身身身事事事故故故とととなななるるる。。。

• 歩歩歩みみみ板板板ののの上上上ををを運運運転転転すすするるる場場場合合合にににははは安安安全全全ににに十十十分分分
ににに注注注意意意すすするるるこここととと。。。

• 歩歩歩みみみ板板板ははは幅幅幅ののの広広広いいいももものののををを使使使用用用すすするるるここことととマママシシシンンンののの
左左左右右右そそそれれれぞぞぞれれれににに細細細いいい歩歩歩みみみ板板板ををを使使使用用用しししななないいいこここととと。。。

• 歩歩歩みみみ板板板ととと路路路面面面とととののの角角角度度度、、、おおおよよよびびび歩歩歩みみみ板板板とととトトトレレレーーー
ラララののの荷荷荷台台台ののの床床床面面面とととののの角角角度度度ががが、、、いいいずずずれれれももも15度度度ををを
超超超えええななないいいよよようううにににすすするるるこここととと。。。

• 必必必ずずず、、、トトトラララッッックククトトトレレレーーーラララののの荷荷荷台台台ののの高高高さささののの4倍倍倍程程程
度度度ののの長長長さささののの板板板ををを使使使用用用すすするるるこここととと。。。こここのののよよようううにににすすすれれれ
ばばば、、、平平平らららななな地地地面面面ととと荷荷荷台台台とととののの角角角度度度ががが15度度度ををを超超超
えええるるるここことととはははななないいい。。。

• 積積積みみみ込込込みみみ登登登りりりはははバババッッックククででで、、、降降降りりりるるる時時時にににははは前前前進進進
ででで運運運転転転すすするるる。。。

• 積積積みみみ下下下ろろろししし作作作業業業中中中ののの急急急加加加速速速ややや急急急減減減速速速なななどどどははは転転転
倒倒倒なななどどどののの危危危険険険ををを大大大きききくくくすすするるるかかかららら避避避けけけるるる。。。
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g027996

図図図 23

1. 幅広のランプ収納状態 4. トラックトレーラの荷台の高
さの少なくとも4倍程度の長
さの板を使用する。

2. 幅広のランプ使用状態 5. H= 地表から荷台床までの
高さ

3. 15度を超えないこと 6. トレーラ

ヒヒヒンンントトト

スススロロロッッットトトルルルははは常常常ににに全全全開開開ででで

刈り込みおよび吹き飛ばしをベストの状態で行うため
に、エンジンは常に高速で使ってください。刈かすをき
れいに裁断するには十分な空気流が必要ですから、刈
高を低くしすぎたり、刈り込みデッキの周囲すべてを高
い草で囲まれるような刈り込みはお奨めできません。常
に刈り込みデッキの左右どちらかの側から、デッキの内
部に十分な空気を吸い込めるようにしておきましょう。

初初初めめめてててののの刈刈刈りりり込込込みみみ

希望する刈高より少し高目の設定で刈って、凹凸面で
芝が削られたりしないことを確認し、その後にいつもの
刈高に戻すようにしましょう。安全が確認できたら、そ
れまで使用してきた刈高にセットして使うのがベストで
しょう。草丈が15cmを超えるような場所を刈り込む時に
は、最初に高めに刈り込み、次に刈高を下げて刈ると
いうように二度刈りするときれいにできます。

刈刈刈りりり取取取りりりははは草草草丈丈丈ののの 1/3 以以以内内内ににに

草丈の 1/3 以上を刈り取らないようにするのがベストで
す。これ以上の刈り込みは、草がまばらにしか生えて
いないような場所や、秋の終わりで草の生長速度が非
常に遅いときなどだけにしましょう。

刈刈刈りりり込込込みみみののの方方方向向向ををを変変変えええままましししょょょううう

いつも前回と違う方向から刈ってやるようにすると、草
に寝ぐせがつかず真っ直ぐに成長します。また、刈り
かすの飛散方向も変わるので自然分解が促進され、栄
養的にも有利です。

適適適切切切ななな日日日数数数間間間隔隔隔ででで刈刈刈りりり込込込むむむ

芝草の生長速度は色々な条件によって左右され、一定
ではありません。ですから、草丈をいつもほぼ一定に
維持するためには成長が早い時期にはひんぱんな刈り
込みが必要になります。芝生の成長速度が遅くなって
きたら、刈り込み間隔を長くするようにします。何かの
事情で長期間刈り込みを休んでしまった場合には、ま
ず高めの刈高で一度刈り込みを行い、2日ほど経って
から刈高を低くしてもう一度刈り込みます。

刈刈刈りりり込込込みみみははは遅遅遅めめめののの速速速度度度ででで

コンディションに合わせて遅めの走行速度で刈る方がき
れいに刈り上がります。

低低低くくく刈刈刈りりりすすすぎぎぎななないいい

草丈がそろっていない場所では、芝削りを避けるため
に高めの刈高で刈りましょう。
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草草草丈丈丈ががが長長長いいい場場場合合合ののの刈刈刈りりり込込込みみみ

芝生が伸びすぎてしまった時や、濡れている芝を刈る
時は、刈り高を高めに設定して刈りましょう。その後
に通常の刈り高に下げてもう一度刈るときれいに仕上
がります。

停停停止止止

刈り込み中に前進動作を停止しなければならなくなる
と、刈かすが芝生の上に山になって残ってしまいま
す。これを避けるには、ブレードを回転させたままで、
既に刈り込みの終わっている場所まで移動するか、前
進しながらデッキを停止させます。

デデデッッッキキキののの裏裏裏側側側をををいいいつつつもももきききれれれいいいににに

芝刈り作業が終わったらホースと水道水で刈り込みデッ
キの裏側を洗浄してください。ここに刈りかすやごみが
溜まると切れ味が落ち、仕上がりが悪くなります。

ブブブレレレーーードドドののの保保保守守守

ブレードの刃先が鋭利であれば、芝草の切り口もきれ
いです。シーズンを通してブレードの刃先を鋭利にして
おきましょう。切れ味の悪い刃先は芝草を引きちぎるの
で、切り口が茶色に変色し、芝草の成長を悪くし、ま
た病気にもかかりやすくなります。刈り込み後は、ブ
レードに磨耗や破損が発生していないか毎回点検してく
ださい。必要に応じてやすりなどで当たり傷などを修
正し、刃先を鋭利に研いでください。ブレードが破損
したり磨耗したりした場合には、直ちに交換してくださ
い純正ブレードを使ってください。
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保保保守守守
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

推推推奨奨奨ささされれれるるる定定定期期期整整整備備備作作作業業業
整整整備備備間間間隔隔隔 整整整備備備手手手順順順

使用開始後最初の 5 時間 • エンジンオイルを交換する。

使用するごとまたは毎日

• エンジンオイルの量を点検する。
• 吸気スクリーンを清掃する。
• 刈り込みブレードを点検する。
• デフレクタが破損していないか点検する。
• デフレクタが破損していないか点検する。

使用後毎回
• 機体の前部を点検・清掃する。
• デッキのハウジングを洗浄する。

25運転時間ごと

• 潤滑必要部すべてにグリスをっ注入してください。
• スポンジエレメントを清掃する。 （ほこりの多い環境で使用しているときは整備間隔
を短くする）。

• タイヤ空気圧を点検する。
• ベルトに磨耗や割れが発生していないか点検する。

100運転時間ごと

• スポンジエレメントを交換する。 （ほこりの多い環境で使用しているときには間隔
を短くする。）

• エアクリーナのペーパーエレメントの整備を行う。 （ほこりの多い環境で使用して
いるときには間隔を短くする。）

• エンジンオイルを交換する （ほこりの多い環境で使用しているときには間隔を短くする。）
• オイルフィルタを交換する （ほこりの多い環境で使用しているときには間隔を短くする。）
• 点火プラグを点検する。
• インライン燃料フィルタを点検する。

200運転時間ごと

• ペーパーエレメントを交換する。 （ほこりの多い環境で使用しているときは整備間隔
を短くする）。

• 点火プラグを交換する。
• インライン燃料フィルタを交換する。

長期保管前
• バッテリーを充電し、ケーブルを外す。
• 上記整備項目を全て行う.
• 機体の塗装がはげていればタッチアップ修理をする。

注注注意意意
始始始動動動キキキーーーをををつつつけけけたたたままままままにににしししててておおおくくくととと、、、誰誰誰でででもももいいいつつつでででもももエエエンンンジジジンンンををを始始始動動動さささせせせるるるここことととがががでででききき、、、危危危険険険ででであああるるる。。。

整整整備備備・・・調調調整整整作作作業業業ののの前前前にににははは必必必ずずずエエエンンンジジジンンンををを停停停止止止ししし、、、キキキーーーををを抜抜抜いいいててておおおくくくこここととと。。。点点点火火火コココーーードドドががが点点点火火火プププラララグググににに
触触触れれれななないいいよよようううににに十十十分分分離離離しししててておおおくくくこここととと。。。
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整整整備備備前前前ににに行行行ううう作作作業業業

運運運転転転席席席ををを倒倒倒すすすにににははは
駐車ブレーキを掛け、運転席を前に倒します。

これにより、以下の機器に楽に手が届くようになります

• 銘板

• 整備用ステッカー

• 座席調整ボルト

• 燃料フィルタ

• バッテリーとバッテリーケーブル

機機機体体体ののの前前前側側側ををを浮浮浮かかかすすす場場場合合合
マシンの前端をジャッキで持ち上げる必要がある場
合は、図 24に示すように一番前のエッジ部分を使っ
てください。

重重重要要要 こここれれれははは、、、ジジジャャャッッッキキキアアアッッップププしししたたた時時時にににススステテテアアアリリリンンングググ部部部分分分
ををを破破破損損損さささせせせななないいいよよようううにににすすするるるたたためめめででですすす。。。

g028320

図図図 24

潤潤潤滑滑滑

ベベベアアアリリリンンングググのののグググリリリスススアアアッッップププ
整整整備備備間間間隔隔隔: 25運転時間ごと—潤滑必要部すべてにグリ

スをっ注入してください。

グググリリリスススののの種種種類類類No. 2 汎用リチウム系グリス

1. 平らな場所に駐車し、ブレードコントロールスイッ
チを切る。

2. 運転位置を離れる前に、エンジンを停止し、
キーを抜き取り、可動部が完全に停止したのを
確認する。

3. グリスニップルをウェスできれいに拭く図 25と図
26。

注注注 ニップルにペンキが付着している場合には、
必ず落としておく。

g027752

図図図 25

1. 前キャスタタイヤ

decal106-8717

図図図 26
貼り付け場所はシートパンの裏側

1. 整備作業前にマニュアル
を読むこと

3. 25運転時間ごとにグリス
アップすること。

2. 25運転時間ごとにタイヤ空
気圧を点検する。

4. エンジン

4. ニップルにグリスガンを接続する図 25と図 26。
5. グリスがベアリングからはみ出てくるまで注入す

る。
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エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備

エエエアアアクククリリリーーーナナナののの整整整備備備
注注注 ほこりのひどい場所で使用する場合は、より頻繁に
数時間ごとにエアクリーナの整備を行ってください。

エエエレレレメメメンンントトトののの取取取りりり外外外ししし
1. 平らな場所に駐車し、ブレードコントロールPTOス

イッチを切る。

2. 運転位置を離れる前に、エンジンを停止し、
キーを抜き取り、可動部が完全に停止したのを
確認する。

3. エンジン内部に汚れが落ちないように、まず、エ
アクリーナカバーの周囲をきれいに清掃する。

4. カバーを持ち上げてエアクリーナアセンブリをエン
ジンから取り外す図 27。

g027800

g027801

図図図 27

5. ペーパフィルタからスポンジエレメントを外す図
28。

g027802

図図図 28

スススポポポンンンジジジエエエレレレメメメンンントトトののの整整整備備備

整整整備備備間間間隔隔隔: 25運転時間ごと/毎月 いずれか早く到達した
方—スポンジエレメントを清掃する。
ほこりの多い環境で使用しているとき
は整備間隔を短くする。

100運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到達した
方—スポンジエレメントを交換する。 ほこりの多
い環境で使用しているときには間隔を短くする。

スポンジエレメントは水洗いし、必要に応じて交換する。

ペペペーーーパパパーーーエエエレレレメメメンンントトトののの整整整備備備

整整整備備備間間間隔隔隔: 100運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到
達した方—エアクリーナのペーパー
エレメントの整備を行う。 ほこりの多
い環境で使用しているときには間隔
を短くする。

200運転時間ごと/2年ごと いずれか早く到達し
た方—ペーパーエレメントを交換する。 ほこり
の多い環境で使用しているときは整備間隔を短
くする。

1. 堅い平らな面の上でエレメントを軽く叩いて汚れ
を落とす。

2. 破れ、油汚れ、シールの傷がないか点検する。

重重重要要要 ペペペーーーパパパーーーエエエレレレメメメンンントトトははは水水水ややや石石石油油油なななどどどででで洗洗洗っっっ
たたたりりり、、、エエエアアア吹吹吹きききしししたたたりりりしししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。破破破れれれたたたりりり
汚汚汚れれれががが十十十分分分ににに落落落ちちちなななくくくなななっっったたたペペペーーーパパパーーーエエエレレレメメメンンン
トトトははは交交交換換換しししてててくくくだだださささいいい。。。
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エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルにににつつついいいててて
オオオイイイルルルのののタタタイイイプププ 洗浄性オイルAPI 規格 SF, SG, SH,
SJ またはSL

クククララランンンクククケケケーーースススのののオオオイイイルルル容容容量量量 2.4 リットル

粘粘粘度度度 下の表を参照してください。

g029683

図図図 29

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる

整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

注注注 エンジンが冷えている状態で点検してください。

警警警告告告
高高高温温温部部部ににに触触触れれれるるるととと非非非常常常ににに危危危険険険ででであああるるる。。。

手手手足足足ややや顔顔顔ややや衣衣衣服服服ををを回回回転転転部部部やややマママフフフラララなななどどどののの高高高温温温部部部ににに
近近近づづづけけけななないいいよよよううう十十十分分分注注注意意意すすするるるこここととと。。。

重重重要要要 オオオイイイルルルののの入入入れれれすすすぎぎぎははは、、、かかかえええっっってててエエエンンンジジジンンンををを傷傷傷めめめままま
すすす。。。まままたたた、、、オオオイイイルルル量量量ががが下下下限限限マママーーークククよよよりりり少少少ななないいい状状状態態態でででエエエンンン
ジジジンンンををを作作作動動動さささせせせななないいいでででくくくだだださささいいい。。。エエエンンンジジジンンンををを傷傷傷めめめままますすす。。。

1. 平らな場所に駐車し、ブレードスイッチを OFF に
し、エンジンを停止させ、駐車ブレーキを掛けて
キーを抜き取る。

2. エンジンが停止しており、水平であり、停止後に
オイルがエンジンに戻る十分な時間が経過してエ
ンジンが冷えていることを確認する。

3. エンジン内部に異物が入らないように、オイル
キャップやディップスティックの周囲をきれいに
する図 30。

g029368

図図図 30

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルとととフフフィィィルルルタタタののの交交交換換換

整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 5 時間/最初の1ヶ月経
過後 いずれか早く到達した方—エン
ジンオイルを交換する。

100運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到達した
方—エンジンオイルを交換する ほこりの多い環
境で使用しているときには間隔を短くする。

100運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到達した
方—オイルフィルタを交換する ほこりの多い環境
で使用しているときには間隔を短くする。

注注注 廃油はリサイクルセンターに持ち込むなど適切な
方法で処分してください。
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1. 燃料が完全に抜けるよう、平らな場所に駐車す
る。

2. PTOを解除し、駐車ブレーキを掛ける。

3. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各部が
完全に停止したのを確認してから運転位置を離
れる。

4. エンジンオイルを排出させる。

g027799

g029570

図図図 31
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5. エンジンオイルフィルタを交換する図 32。

g027477

図図図 32

注注注 フィルタのガスケットがエンジンに当たるまで締
め付け、そこからさらに¾ 回転締め付ける。

6. 所定量の 80% 程度のオイルをゆっくり入れ、そ
こから、残りの量を注意深く足してFULLマークま
で入れる図 33。

g027484

図図図 33

点点点火火火プププラララグググののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔: 100運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到達

した方—点火プラグを点検する。

200運転時間ごと/2年ごと いずれか早く到達し
た方—点火プラグを交換する。

電極間のエアギャップを正しく調整しておいてください。
取り付け、取り外しには必ず専用のレンチを使い、エ
アギャップの点検調整にはすきまゲージやギャップ調整
工具などを使ってください。必要に応じて新しい点火プ
ラグと交換してください。

タタタイイイプププ : Champion® RN9YC または NGK® BPR6ES

エエエアアアギギギャャャッッップププ0.76mm

点点点火火火プププラララグググののの取取取りりり外外外ししし
1. PTOを解除し、駐車ブレーキを掛ける。

2. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各部が
完全に停止したのを確認してから運転位置を離
れる。
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g027478

図図図 34

注注注 点火プラグの周囲の溝が非常に深いので、圧
縮空気を吹き付けて清掃するのが最も効率的で
す。また、ブロアハウジングを取り外したときに
点火プラグの点検を行うのが最も容易です。

点点点火火火プププラララグググののの点点点検検検

重重重要要要 点点点火火火プププラララグググははは清清清掃掃掃しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。黒黒黒いいい汚汚汚れれれ、、、
電電電極極極ののの磨磨磨耗耗耗、、、油油油膜膜膜、、、亀亀亀裂裂裂なななどどどがががあああれれればばば新新新しししいいいももものののととと
交交交換換換しししてててくくくだだださささいいい。。。

絶縁体部がうす茶色や灰色なら適正、碍子が黒くなっ
ているのは不完全燃焼であるエアクリーナの汚れが
原因であることが多い。

すきまを 0.76mm に調整する。

g027479

図図図 35

点点点火火火プププラララグググののの取取取りりり付付付けけけ

点火プラグを2530N·m2.53.0kg.m = 18.5~22.1ft-lbにト
ルク締めする。

g027960

図図図 36

冷冷冷却却却系系系統統統ののの清清清掃掃掃
毎回、運転前にエアインテークのスクリーンについてい
る刈りかすやごみを取り除いてください。

1. ブレードスイッチを解除し、駐車ブレーキを掛け
る。

2. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各部が
完全に停止したのを確認してから運転位置を離
れる。

3. エンジンからエアフィルタを外す。

4. エンジンのシュラウドを取り外す。

5. エアインテークに異物が入らないように、フィルタ
ベースにフィルタを取り付ける。

6. これらについている汚れを除去する。

7. エンジンからエアフィルタを外し、シュラウドを
取り付ける。

8. エアフィルタを取り付ける。
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燃燃燃料料料系系系統統統ののの整整整備備備
危危危険険険

ガガガソソソリリリンンンははは非非非常常常ににに引引引火火火爆爆爆発発発しししやややすすすいいい物物物質質質ででであああるるる。。。
発発発火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすするるるととと、、、やややけけけどどどややや火火火災災災なななどどどををを
引引引ききき起起起こここすすす。。。

• 燃燃燃料料料系系系統統統ににに関関関わわわるるる作作作業業業ははは、、、エエエンンンジジジンンンががが冷冷冷えええててて
いいいるるる状状状態態態ででで行行行うううこここととと。。。こここののの作作作業業業ははは必必必ずずず屋屋屋外外外ののの広広広
いいい場場場所所所ででで行行行ううう。。。こここぼぼぼれれれたたたガガガソソソリリリンンンはははふふふききき取取取るるる。。。

• ガガガソソソリリリンンン取取取りりり扱扱扱いいい中中中ははは禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守ししし、、、火火火花花花ややや炎炎炎
ををを絶絶絶対対対ににに近近近づづづけけけななないいい。。。

イイインンンララライイインンン燃燃燃料料料フフフィィィルルルタタタののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 100運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到

達した方—インライン燃料フィルタを
点検する。

200運転時間ごと/2年ごと いずれか早く到達した
方—インライン燃料フィルタを交換する。

汚れているフィルタを再取り付けするのは絶対にや
めてください。

1. 平らな場所に駐車し、ブレードコントロールスイッ
チを切る。

2. 運転位置を離れる前に、エンジンを停止し、
キーを抜き取り、可動部が完全に停止したのを
確認する。

g027939

g033082

図図図 37
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電電電気気気系系系統統統ののの整整整備備備

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーーののの電電電極極極部部部ややや端端端子子子なななどどどののの部部部分分分ににに
ははは鉛鉛鉛ややや鉛鉛鉛含含含有有有物物物質質質ががが含含含まままれれれててておおおりりり、、、カカカリリリ
フフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここれれれらららののの物物物質質質ががが癌癌癌ややや
先先先天天天性性性異異異常常常ののの原原原因因因とととなななるるるとととささされれれててていいいるるる。。。

取取取りりり扱扱扱いいい後後後ははは手手手ををを洗洗洗うううこここととと。。。

バババッッッテテテリリリーーーををを充充充電電電すすするるる

バババッッッテテテリリリーーーののの取取取りりり外外外ししし

警警警告告告
バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ににに金金金属属属製製製品品品ややや車車車体体体ののの金金金属属属部部部分分分
ががが触触触れれれるるるとととシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが発発発生生生すすするるる。。。
そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発ををを起起起こここししし人人人身身身事事事故故故ににに
至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• バババッッッテテテリリリーーーののの取取取りりり外外外しししややや取取取りりり付付付けけけををを行行行うううととときききににに
ははは、、、端端端子子子ととと金金金属属属ををを接接接触触触さささせせせななないいいよよようううににに注注注意意意すすす
るるる。。。

• バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ととと金金金属属属ををを接接接触触触さささせせせななないいい。。。

1. 平らな場所に駐車し、ブレードコントロールスイッ
チを切る。

2. 運転位置を離れる前に、エンジンを停止し、
キーを抜き取り、可動部が完全に停止したのを
確認する。

3. バッテリーに対する作業ができるように運転席を
倒す。

4. バッテリー端子からマイナスケーブル黒を外す図
38。ねじ類はすべて保管しておく。

警警警告告告
バババッッッテテテリリリーーーケケケーーーブブブルルルののの接接接続続続手手手順順順ががが不不不適適適切切切ででであああ
るるるとととケケケーーーブブブルルルがががシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが発発発生生生
すすするるる。。。そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発ををを起起起こここししし
人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり外外外すすす時時時ははは、、、必必必ずずずマママイイイナナナススス
黒黒黒ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり外外外すすす。。。

• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる時時時ははは、、、必必必ずずずプププラララススス
赤赤赤ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり付付付けけけ、、、そそそれれれかかからららマママイイイ
ナナナススス黒黒黒ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる。。。

5. プラス赤ケーブルのゴムカバーを外す。バッテ
リー端子からプラス赤ケーブルを外す 図 38。ね
じ類はすべて保管しておく。

6. バッテリー押さえを外して、バッテリートレイから
バッテリーを取り出す図 38。

g017701

図図図 38

1. バッテリー 5. マイナス端子

2. プラス端子 6. 蝶ナット、ワッシャ、ボルト

3. ボルト、ワッシャ、ナット 7. バッテリー押さえ

4. 端子のゴムカバー

バババッッッテテテリリリーーーををを充充充電電電すすするるる

整整整備備備間間間隔隔隔: 長期保管前—バッテリーを充電し、ケーブ
ルを外す。

1. シャーシからバッテリーを取り外す バッテリーの
取り外し (ページ 36)を参照。

2. 16 Aで少なくとも1時間充電する。

重重重要要要 充充充電電電しししすすすぎぎぎななないいいよよようううににに注注注意意意すすするるるこここととと。。。

3. 充電が終わったら、チャージャのプラグをコンセ
ントから抜いてから、チャージャのリード線をバッ
テリー端子から外す図 39。

g000538

図図図 39

1. プラス端子 3. 充電器からの赤色+コード

2. マイナス端子 4. 充電器からの黒色-コード
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バババッッッテテテリリリーーーののの取取取りりり付付付けけけ
1. バッテリーをトレイに載せる図 38。
2. まず、プラスケーブル赤いケーブルをバッテリー

のプラス端子に取り付ける先ほど取り外したねじ
類を再使用する。

3. 次に、マイナスケーブルをバッテリーのマイナ
ス-端子に取り付ける先ほど取り外したねじ類を
再使用する。

4. プラス端子赤色に赤いゴムカバーを取り付ける。

5. バッテリー押さえを使ってバッテリーを固定する
図 38。

6. 座席をもとに戻す。

ヒヒヒュュューーーズズズののの整整整備備備
機械の電気回路を保護するためにヒューズを使用して
いますが、ヒューズに関する整備は何もありません。
但し、万一ヒューズが飛んだ場合には、配線がショー
トしていないか点検してください。

ヒヒヒュュューーーズズズのののタタタイイイプププ

• メインF1-30 A、ブレードタイプ

• 充電回路F2-25 A、ブレードタイプ

1. コントロールパネルを機体に固定しているねじを
外す。

注注注 ねじ類はすべて保管しておく。

2. コントロールパネルを持ち上げると、メインワイ
ヤハーネスとヒューズブロックにアクセスできる
図 40。

3. ヒューズは引き抜けば外れる図 40。

g014921

図図図 40

1. メイン: 30A 2. 充電回路25A

4. コントロールパネルを元通りに取り付ける。

注注注 取り外したときに保管しておいたねじ類を再使
用して機体に固定する。

走走走行行行系系系統統統ののの整整整備備備

タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 25運転時間ごと—タイヤ空気圧を点検する。

前後のタイヤとも規定値に調整して運転してください。
タイヤ空気圧がそろっていないと、刈り上がりもそろ
わなくなります。空気圧は空気バルブ図 41で測定し
てください。測定はタイヤが冷えている状態で行うの
がベストです。

キャスタホイールの空気圧は、タイヤメーカーの推奨値
タイヤ側面に記載されていますにしたがってください。

後輪駆動輪の空気圧は、90 kPa (13 psi)としてくだ
さい。

g000554

図図図 41

1. 空気バルブ

電電電動動動ブブブレレレーーーキキキののの解解解除除除方方方法法法
電動ブレーキは、リンクアームを前方向に回転させる
と、手動で解除することができます。電動ブレーキに通
電すると、ブレーキは自動でリセットされます。

ブレーキを解除するには

g027911

図図図 42

1. 電動ブレーキのコントロールモジュールに付いているリン
クアーム

2. 左後タイヤ
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1. 始動キーを OFF 位置にするかバッテリーの接
続を外す。

2. 電気ブレーキのシャフトブレーキリンクアームが接
続されているを探し出す図 42。

3. シャフトを前方向に回すとブレーキが解除され
る図 42。

刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキののの保保保守守守

ブブブレレレーーードドドののの整整整備備備
芝草を引き裂いたり引きちぎったりせずにきれいな刈
り込みができるように、シーズンを通じて鋭利な刃先
と刃のバランスを維持するようにしましょう。切れ味の
悪い刃先は芝草を引きちぎるので、切り口が茶色に
変色し、芝草の成長を悪くし、また病気にもかかりや
すくなります。

刈り込みブレードは磨耗や破損が発生していないか毎
回点検してください。必要に応じてやすりなどで当たり
傷などを修正し、刃先を鋭利に研いでください。ブレー
ドが破損したり磨耗したりした場合には、直ちに交換し
てくださいトロの純正ブレードを使ってください。2本の
ブレードを用意して交互に使用すると便利です。

警警警告告告
磨磨磨耗耗耗ののの進進進んんんだだだブブブレレレーーードドドややや破破破損損損しししたたたブブブレレレーーードドドははは、、、回回回
転転転中中中にににちちちぎぎぎれれれててて飛飛飛びびび出出出すすす場場場合合合がががああありりり、、、こここれれれががが起起起こここ
るるるとととオオオペペペレレレーーータタタややや周周周囲囲囲ののの人人人間間間ににに多多多大大大ののの危危危険険険ををを及及及ぼぼぼ
ししし、、、最最最悪悪悪ののの場場場合合合にににははは死死死亡亡亡事事事故故故とととなななるるる。。。

• ブブブレレレーーードドドががが磨磨磨耗耗耗ややや破破破損損損しししててていいいななないいいかかか定定定期期期的的的ににに点点点
検検検すすするるるこここととと。。。

• 磨磨磨耗耗耗しししたたたりりり破破破損損損しししたたたりりりしししたたたブブブレレレーーードドドははは交交交換換換しししててて
くくくだだださささいいい。。。

ブブブレレレーーードドドののの点点点検検検ややや整整整備備備にににかかかかかかるるる前前前ににに

平らな場所に駐車し、ブレードスイッチを解除し、駐車
ブレーキを掛け、エンジンを停止し、キーを抜き取る。

ブブブレレレーーードドドののの点点点検検検

整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日—刈り込みブレード
を点検する。

1. 刃先の部分を点検する図 43。

注注注 刃先部分が鋭利でなかったり、打ち傷がある
場合には、ブレードを外して研磨する ブレードの
研磨 (ページ 40)を参照。

2. ブレードを点検、特に立ち上がりの湾曲部図
43をていねいに点検する。

注注注 破損、磨耗、割れの発生などがあれば図 43
の3、直ちに新しいブレードに交換する。
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g006530

図図図 43

1. 刃先 3. 磨耗や割れの発生

2. 立ち上がり部分 4. 破損

ブブブレレレーーードドドののの変変変形形形ををを調調調べべべるるる

注注注 以下の点検は、平らな床面にマシンを駐車した状態
で行う必要があります。

1. 刈り込みデッキを、一番高い刈高移動走行を行
うときと同じ高さにセットする。

2. 厚手の丈夫な手袋をはめるなどして確実に保護し
た手で、ブレードをゆっくり回転させ、適当な位置
で、刃先から床面までの距離を測定する図 44。

g014972

図図図 44

1. デッキ 3. 枚刃

2. スピンドルハウジング

3. 刃の先端から平らな床面までの距離を測る図
45。

g014973

図図図 45

1. ブレード測定位置に回したところ

2. 平らな床面

3. 刃先から床面までの距離を測定するA

4. 同じブレードを180度回転させる。すなわち、ブ
レードのもう一方の刃先が、先ほど測定した場所
と同じ位置にくるようにする図 46。

g014974

図図図 46

1. ブレード先ほど測定した側

2. 測定先ほど測定を行った位置

3. 先ほどと反対側の刃先が、測定位置に来る

5. 刃の先端から平らな床面までの距離を測る図
47。

注注注 二つの測定値の差が 3mm 以内であれば適
正である。
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g014973

図図図 47

1. 反対側の刃先測定位置に回したところ

2. 平らな床面

3. 刃先から床面までの距離を測定するB

警警警告告告
曲曲曲がががっっったたたりりり割割割れれれたたたりりりしししたたたブブブレレレーーードドドののの一一一部部部がががデデデッッッ
キキキかかかららら飛飛飛びびび出出出すすすととと、、、周周周囲囲囲ののの人人人ににに大大大けけけがががをををさささ
せせせたたたりりり死死死亡亡亡さささせせせるるるなななどどど極極極めめめててて危危危険険険ななな事事事故故故ののの
もももととととととなななるるる。。。

• 曲曲曲がががっっったたたりりり破破破損損損しししたたたりりりしししたたたブブブレレレーーードドドははは、、、必必必
ずずず新新新しししいいいももものののににに交交交換換換すすするるる。。。

• ブブブレレレーーードドドののの表表表面面面ややや縁縁縁にににヤヤヤスススリリリなななどどどででで鋭鋭鋭利利利
ななな溝溝溝ををを作作作っっったたたりりりしししななないいいこここととと。。。

A. 差が 3mm よりも大きい場合には、そのブ
レードは曲がっていて危険であるから新しい
刃に交換する ブレードの取り外し (ページ 40)
と ブレードの取り付け (ページ 40)を参照。

注注注 新しい刃に交換しても差が 3mm よりも
大きい場合には、スピンドルが曲がってい
る可能性があります。弊社代理店に連絡し
てください。

B. 測定値の差が適正範囲内であれば次のブ
レードの測定を行う。

6. 各ブレードについて上記の検査を行う。

ブブブレレレーーードドドののの取取取りりり外外外ししし
ブレードが堅いものに当たった、バランスが取れていな
い、磨耗した、曲がったなどの場合には新しいものと
交換する必要があります。いつも最高の性能を維持
し、安全を確保するために、交換用の刈り込み刃ブ
レードは必ず の純正部品をご使用ください。他社の
ブレードを使用すると安全規格に適合しなくなる可能
性があります。

1. ぼろきれや厚いパッドの入った手袋を使ってブ
レードの端部をしっかり握る。

2. スピンドルのシャフトからブレードボルト、湾曲
ワッシャ、ブレードを取り外す図 48。

g000551

図図図 48

1. ブレードの立ち上がりセー
ル部

3. 湾曲ワッシャ

2. 枚刃 4. ブレードボルト

ブブブレレレーーードドドののの研研研磨磨磨
1. ブレードは、左右の刃先をやすりで磨く図 49。

注注注 刃先の角度を変えないように注意すること。

注注注 左右を同じだけ削るようにすればバランスが
狂わない。

g000552

図図図 49

1. この角度を変えないように研磨すること

2. ブレードバランサーを使ってバランスを調べる図
50。
注注注 ブレードが水平に停止すればバランスがとれ
ているからそのまま使用してよい。

注注注 もし傾くようなら、重い方の裏面を少し削って
調整する図 49。

g000553

図図図 50

1. 枚刃 2. バランサー

3. バランスがとれるまで調整する。

ブブブレレレーーードドドののの取取取りりり付付付けけけ
1. スピンドルシャフトにブレードを取り付ける(図 48)。

重重重要要要 ブブブレレレーーードドドののの立立立っっっててていいいるるる側側側セセセイイイルルル部部部がががカカカッッッテテティィィ
ンンングググデデデッッッキキキののの天天天井井井ををを向向向くくくのののががが正正正しししいいい取取取りりり付付付けけけ方方方ででで
すすす。。。
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2. 湾曲ワッシャ、ブレードボルトを、スピンドルシャ
フトに取り付ける図 48。

3. 各ブレードボルトを 4788N·m11.815.2kg.m =
3565ft-lbにトルク締めする。

デデデッッッキキキののの水水水平平平調調調整整整
デッキを取り付けた直後や、刈り上がりが揃っていな
いときには、デッキが水平に取り付けられているかど
うかを点検してください。

デッキの水平調整を行う前に、ブレードが曲がっていな
いか点検してください曲がっているブレードは交換してく
ださい。 ブレードの変形を調べる (ページ 39)を参照
し、必要な作業を行ってから先へ進んでください。

デッキの前後の調整を行う前に、左右の水平調整を
行ってください。

必要条件

• 平らな場所に駐車すること。

• タイヤが4本ともすべて正しい空気圧に調整されて
いること。 タイヤ空気圧を点検する (ページ 37)
を参照。

左左左右右右ののの水水水平平平調調調整整整
1. 平らな場所に駐車し、ブレードコントロールスイッ

チを切る。

2. 運転位置を離れる前に、エンジンを停止し、
キーを抜き取り、可動部が完全に停止したのを
確認する。

3. 刈高レバーを、中くらいの刈高に合わせる。

4. 注意深くブレードを回転させて、全部のブレード
が左右方向を向くようにする図 51と図 52。

g009682

図図図 51
ブレードが2枚のデッキの場合

1. ブレードを左右方向に向け
る

3. 外側の刃先

2. ブレードの立ち上がりセイ
ル部

4. この位置で刃の先端から
平らな床面までの距離を測
る。

g005278

図図図 52
ブレードが3枚のデッキの場合

1. ブレードを左右方向に向け
る

3. 外側の刃先

2. ブレードの立ち上がりセイ
ル部

4. この位置で刃の先端から
平らな床面までの距離を測
る。

5. 外側の刃先と平らな床面との距離を測定する図
51と図 52。

注注注 2ヶ所の測定値の差が 5mm以内でない場合に
は、調整が必要であるから、以下の作業を行う。

6. 車両の左側に移動して、

7. サイドのロッキングナットをゆるめる。

8. 後部ナットを回転させてデッキの左側の高さを
調整する図 53。

注注注 後部ナットを右に回すとデッキが上昇し、左へ
回すと下降します図 53。

g027588

図図図 53

1. ハンガーブラケット 3. 後ナット

2. 側面ロックナット
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9. 左右の高さをもう一度点検する。適正になるまで
この調整を繰り返す。

10. 次に、デッキの前後調整に進む デッキの前後調
整 (ページ 42)を参照のこと。

デデデッッッキキキののの前前前後後後調調調整整整

刈り込みデッキを取り付けた場合には、必ずこの前後
調整を点検してください。デッキの後部の高さと前部の
高さを比較します。前部の方が 7.9 mm以上低くなって
いる場合には、以下の手順によって前後の傾きを調
整する必要があります。

1. 平らな場所に駐車し、ブレードコントロールスイッ
チを切る。

2. 運転位置を離れる前に、エンジンを停止し、
キーを抜き取り、可動部が完全に停止したのを
確認する。

3. 刈高レバーを、中くらいの刈高に合わせる。

注注注 この作業を実施する前に、デッキの左右の水
平調整が終わっている必要があります 左右の水
平調整 (ページ 41)を参照。

4. 注意深くブレードを回転させて、ブレードを前後方
向に向ける図 54と図 55。

g009658

図図図 54
ブレードが2枚のデッキの場合

1. ブレードを前後方向に向ける

2. 刃の先端から平らな床面までの距離を測る。

g009659

図図図 55
ブレードが3枚のデッキの場合

1. ブレードを前後方向に向け
る

3. 刃の先端から平らな床面ま
での距離を測る。

2. 外側の刃先

5. 前方のブレードの前端の刃先から平らな床面ま
での距離を測定する。同様に、後方のブレード
の後端の刃先から平らな床面までの距離を測
定する図 54と図 55。
注注注 前端での刃先の高さが、後端での高さよりも
低く、その差が 1.6~7.9mm 以内であれば適正で
ある。この範囲にない場合には前部ロックナット
を調整する。

6. 調整は、デッキの前面にある前部ロックナットを
回して行う図 56。

g014634

図図図 56

1. 調整ろッド 3. ロックナット

2. 調整ブロック

7. デッキ前部を高くするには、調整ナットを締める。

8. デッキ前部を低くするには、調整ナットをゆるめ
る。

9. 調整ができたら、もう一度前後の傾きをチェック
し、傾きが適正になるまで前端での刃先の高さが
後端での高さよりも 1.6~7.9mm 低い前部ロック
ナットでの調整を続ける図 54 と 図 55。
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10. 前後の傾きを正しく調整できたら、もう一度水平
調整を点検する 左右の水平調整 (ページ 41)を
参照。

刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキののの取取取りりり外外外ししし
1. 平らな場所に駐車し、ブレードコントロールスイッ

チを切る。

2. 運転位置を離れる前に、エンジンを停止し、
キーを抜き取り、可動部が完全に停止したのを
確認する。

3. 刈高レバーを一番低い刈高にセットする。

4. 前サポートロッドについているヘアピンコッターを
抜き取り、デッキブラケットからロッドを取り外す
図 57。刈り込みデッキの前部を、注意深く、床
面に降ろす。

g014635

図図図 57

1. 前サポートロッド 3. デッキブラケット

2. ロッキングナット

5. 刈り込みデッキハンドルを使ってデッキとハン
ガーブラケットを持ち上げて後部昇降ロッドをか
わし、ふたたび注意深くデッキを床面に降ろす
図 58 と 図 60。

g005077

図図図 58

1. 刈り込みデッキ 3. 後部昇降ロッド

2. ハンガーブラケット

6. デッキを後ろにずらして、エンジンプーリから刈り
込みベルトを取り外す。

7. 機体下から刈り込みデッキを引き出す。

注注注 外した部材やねじ類は今後のために保管す
る。

刈刈刈りりり込込込みみみベベベルルルトトトののの保保保守守守

ベベベルルルトトトののの点点点検検検

整整整備備備間間間隔隔隔: 25運転時間ごと—ベルトに磨耗や割れが発
生していないか点検する。

ベルトに割れ、縁のほつれ、焼けなどの損傷がない
か点検してください。破損したベルトは新しいものに
交換してください。

刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキベベベルルルトトトののの交交交換換換

ベルトが回転するときにきしみ音がする、刈り込み中に
ベルトが滑ってブレードが回らない、ベルトの縁がほつ
れている、焼けた跡がある、割れているなどは刈り込
みベルトの磨耗の症状です。これらの兆候を発見した
らベルトを交換してください。

1. 平らな場所に駐車し、ブレードコントロールスイッ
チを切る。

2. 運転位置を離れる前に、エンジンを停止し、
キーを抜き取り、可動部が完全に停止したのを
確認する。

3. 刈高レバーを一番低い刈高38mmにセットする。

4. プーリカバーを取り外す図 59。
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g032555

図図図 59

1. カバー 2. ねじ

5. スプリング取り外し工具Toro P/N 92-5771を用い
て、デッキのフックからアイドラスプリングを取り
外してスプリングのテンションをなくし、プーリから
ベルトを取り外す図 60と図 61。

警警警告告告
スススプププリリリンンングググにににははは強強強いいい張張張力力力がががかかかかかかっっっててておおおりりり、、、不不不
用用用意意意ににに取取取りりり外外外すすすととと怪怪怪我我我をををすすするるる。。。

ベベベルルルトトトののの取取取りりり外外外しししははは十十十分分分ににに注注注意意意深深深くくく行行行うううこここととと。。。

g017639

図図図 60
ブレードが2枚のデッキの場合

1. アイドラプーリ 5. エンジンプーリ

2. 刈り込みベルト 6. スプリング取り外し工具

3. 外側のプーリ 7. 刈り込みデッキのハンドル

4. スプリング

g014931

図図図 61
ブレードが3枚のデッキの場合

1. アイドラプーリ 4. スプリング

2. 刈り込みベルト 5. エンジンプーリ

3. 外側のプーリ 6. スプリング取り外し工具

6. エンジンプーリとデッキプーリに新しいベルトを掛
け回す図 60 と 図 61。

7. スプリング取り外し工具Toro P/N 92-5771を用い
て、デッキのフックにアイドラスプリングを取り付
けてスプリングにテンションを掛ける。これにより
アイドラプーリとベルトが強く張る図 60と図 61。

8. プーリカバーを取り外す図 59。

刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキののの取取取りりり付付付けけけ
1. 平らな場所に駐車し、ブレードコントロールスイッ

チを切る。

2. 運転位置を離れる前に、エンジンを停止し、
キーを抜き取り、可動部が完全に停止したのを
確認する。

3. 機体下に刈り込みデッキを押し入れる。

4. 刈高レバーを一番低い刈高にセットする。

5. デッキ後部を持ち上げ、ハンガーブラケットを後
部昇降ロッドに取り付ける図 58。

6. 前部のサポートロッドをデッキに取り付け、クレビ
スピンとヘアピンコッターで固定する図 57。

7. 刈り込みベルトをエンジンプーリに掛ける 刈り込
みデッキベルトの交換 (ページ 43)を参照。
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デデデフフフレレレクククタタタののの交交交換換換
モモモデデデルルル 74787 のののみみみ

整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日—デフレクタが破損
していないか点検する。

警警警告告告
排排排出出出口口口がががデデデフフフレレレクククタタタなななどどどででで覆覆覆わわわれれれててていいいななないいいととと、、、デデデッッッ
キキキかかかららら異異異物物物ががが飛飛飛びびび出出出しししててて人人人ににに当当当たたたるるる恐恐恐れれれがががああありりり、、、
こここのののよよようううなななここことととががが実実実際際際にににおおおこここるるるととと深深深刻刻刻ななな人人人身身身事事事故故故
ににになななりりりかかかねねねななないいい。。。まままたたた、、、ブブブレレレーーードドドににに触触触れれれててて大大大怪怪怪我我我
をををすすするるる可可可能能能性性性もももあああるるる。。。

芝芝芝刈刈刈りりり機機機ははは、、、必必必ずずず、、、マママルルルチチチプププレレレーーートトト、、、デデデフフフレレレクククタタタ、、、
まままたたたははは集集集草草草装装装置置置ををを取取取りりり付付付けけけててて使使使用用用すすするるるこここととと。。。

使用する前に毎回、デフレクタが破損していないか点
検してください。破損している部品はすべて使用前に
交換してください。

1. デフレクタブラケットのノッチからスプリングを外
し、デッキに溶接してあるブラケット、スプリング、
デフレクタを貫通しているロッドを抜き出す図 62。
破損または摩耗しているデフレクタを取り外す。

g032884

図図図 62

1. ロッド 4. デッキブラケット

2. スプリング 5. ロッドとスプリング

3. デフレクタ

2. 新しいデフレクタを図 63のように、デッキのブラ
ケットの両端にセットする。

3. ロッドのまっすぐな端部にスプリングを取り付け
る。

注注注 図 62に示すようにスプリングをロッドに取り付
けてください。すなわち、スプリングの短い方の
端部がロッドの下側から出てきて、ロッドの曲がり
部分に上から掛かります。

4. スプリングのもう一方の端部を、デフレクタブラ
ケットのノッチに引っ掛ける図 63。
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g017618

図図図 63

1. ロッドスプリングアセンブリ
を取り付けた状態

3. ロッド、短い端部をデッキ
のブラケットの裏側へ移動

2. スプリングの輪のある端部
を、デフレクタブラケットの
ノッチに引っ掛ける

4. 短い端部はデッキのブラ
ケット側へ残る

5. ロッドスプリングアセンブリを、回転させてロッド
の短い端部がデッキに溶接されている前ブラケッ
トの裏側に来るようにする図 58。

重重重要要要 デデデフフフレレレクククタタタがががスススプププリリリンンングググににによよよっっっててて下下下向向向ききき位位位置置置
ににになななるるるここことととががが必必必要要要ででですすす。。。デデデフフフレレレクククタタタををを手手手ででで上上上位位位置置置
ににに持持持ちちち上上上げげげ、、、手手手ををを離離離すすすととと自自自然然然ににに下下下位位位置置置ににになななるるる
ここことととををを確確確認認認すすするるる。。。

デデデフフフレレレクククタタタののの交交交換換換
モモモデデデルルル 74793 のののみみみ

整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日—デフレクタが破損
していないか点検する。

警警警告告告
排排排出出出口口口がががデデデフフフレレレクククタタタなななどどどででで覆覆覆わわわれれれててていいいななないいいととと、、、デデデッッッ
キキキかかかららら異異異物物物ががが飛飛飛びびび出出出しししててて人人人ににに当当当たたたるるる恐恐恐れれれがががああありりり、、、
こここのののよよようううなななここことととががが実実実際際際にににおおおこここるるるととと深深深刻刻刻ななな人人人身身身事事事故故故
ににになななるるる。。。まままたたた、、、ブブブレレレーーードドドににに触触触れれれててて大大大怪怪怪我我我をををすすするるる可可可
能能能性性性もももあああるるる。。。

必必必ずずず、、、デデデフフフレレレクククタタタ、、、排排排出出出部部部カカカバババーーーまままたたたははは集集集草草草装装装置置置
ををを取取取りりり付付付けけけててて運運運転転転すすするるるこここととと。。。

使用する前に毎回、デフレクタが破損していないか点
検してください。破損している部品はすべて使用前に
交換してください。

1. デッキの下側にあるロッド固定ナット⅜ インチを
取り外す図 64。
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図図図 64

1. 刈り込みデッキ 5. スプリング

2. デフレクタ 6. ナット⅜ インチ

3. デフレクタブラケット 7. 短い突起

4. ロッド

2. ロッドを、短い取り付け部から抜き取ると、スプリ
ングとデフレクタが外れてくる図 64。

3. 破損または古くなっているデフレクタを取り外す。

4. デフレクタを交換する (図 64)。
5. ブラケット後部にあるブラケットに、ロッドの真っ

直ぐな側を通す。

6. 2つのブラケットの間で、ロッドにスプリングを
通すスプリング端からでている針金が下向きに
なるように。

7. 2つ目のブラケットに、ロッドを通す図 64。
8. デフレクタに通したロッドを、デッキについている

短い取り付け部に差し込む。

9. ロッド後部をデッキに差し込み、ナット⅜ インチで
図 64のように固定する。

重重重要要要 デデデフフフレレレクククタタタがががスススプププリリリンンングググににによよよっっっててて下下下向向向ききき位位位置置置
ににになななるるるここことととががが必必必要要要ででですすす。。。デデデフフフレレレクククタタタををを手手手ででで上上上位位位置置置
ににに持持持ちちち上上上げげげ、、、手手手ををを離離離すすすととと自自自然然然ににに下下下位位位置置置ににになななるるるこここ
とととををを確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。
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洗洗洗浄浄浄

機機機体体体前前前部部部ののの裏裏裏側側側ののの清清清掃掃掃
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用後毎回—機体の前部を点検・清掃す

る。

機体前部の裏側にこびりついている汚れを圧縮空気、
またはブラシなどで除去する図 65。

注注注 この清掃には水を使用しないでください。水を使うと
汚れが固まってしまいます。

g028248

図図図 65

デデデッッッキキキ内内内側側側ののの清清清掃掃掃
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用後毎回—デッキのハウジングを洗浄

する。

重重重要要要 機機機体体体ははは中中中性性性洗洗洗剤剤剤ととと水水水ででで洗洗洗うううここことととがががででできききままますすす。。。たたた
だだだししし高高高圧圧圧洗洗洗浄浄浄器器器ははは使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。まままたたた、、、コココンンントトト
ロロローーールルルパパパネネネルルル、、、運運運転転転席席席ののの下下下、、、エエエンンンジジジンンンのののまままわわわりりり、、、油油油
圧圧圧ポポポンンンプププ、、、モモモーーータタタににに大大大量量量ののの水水水ががが掛掛掛かかからららななないいいよよようううににに注注注意意意
しししてててくくくだだださささいいい。。。

刈り込み作業が終わったら、毎回、デッキの内側をき
れいに洗浄してください。この部分に刈りかすがこびり
ついて固まるとマルチングや刈りかすの排出がきれい
におこなわれなくなります。

1. 平らな場所に駐車し、ブレードコントロールスイッ
チを切る。

2. 運転位置を離れる前に、エンジンを停止し、
キーを抜き取り、可動部が完全に停止したのを
確認する。

3. デッキ後部についている洗浄用フィッティングに、
ホースのカップリングを接続し、水道栓を全開に
する図 66。

注注注 洗浄用フィッティングにカップリングが滑らかに
入るように、またOリングが破損しないように、
フィッティング部分にワセリンなどを塗ってくださ
い。
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図図図 66

1. 洗浄用フィッティング 3. リング

2. ホース 4. 連結

4. 刈り込みデッキを、一番低い刈高にセットする。

5. 着席し、エンジンを始動させる。ブレードコント
ロールスイッチを入れ、ブレードを3分間程度回
転させる。

6. ブレードコントロールスイッチを切り、エンジン
を停止してキーを抜き取る。すべての動作が停
止するのを待つ。

7. 水道栓を閉め、カップリングを外す。

注注注 一回の洗浄でデッキ内部が十分にきれいにな
らない場合には、水にぬらしたままで30分程度
放置し、そしてその後にもう一度、洗浄を行って
ください。

8. 水道栓を閉じた後、もう一度ブレードを回転させ
て13分間、水を吹き飛ばす。

9. ブレードの回転を止める。

警警警告告告
洗洗洗浄浄浄用用用フフフィィィッッッテテティィィンンングググががが破破破損損損しししててていいいたたたりりり、、、外外外れれれ
てててなななくくくなななっっっててていいいたたたりりりすすするるるととと、、、そそそこここかかかららら異異異物物物ががが飛飛飛
びびび出出出しししてててきききたたたりりり、、、ブブブレレレーーードドドににに直直直接接接接接接触触触すすするるるなななどどど
ののの危危危険険険ががが出出出てててくくくるるる。。。ブブブレレレーーードドドににに触触触れれれたたたりりり、、、飛飛飛
びびび出出出しししてててくくくるるる異異異物物物ににに当当当たたたるるるととと大大大けけけがががをををすすするるる。。。
最最最悪悪悪ののの場場場合合合ははは死死死亡亡亡事事事故故故ににになななるるる。。。

• 洗洗洗浄浄浄用用用フフフィィィッッッテテティィィンンングググがががなななくくくなななっっっててていいいたたたりりり、、、
破破破損損損しししててていいいたたたりりりしししたたたららら、、、機機機械械械ををを使使使用用用すすするるる
前前前ににに、、、すすすぐぐぐににに新新新しししいいいフフフィィィッッッテテティィィンンングググををを取取取りりり
付付付けけけるるるこここととと。。。

• 刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキののの下下下ややや、、、刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキ
ににに開開開いいいててていいいるるる穴穴穴にににははは絶絶絶対対対ににに手手手足足足ををを差差差ししし入入入
れれれななないいいこここととと。。。
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保保保管管管
洗洗洗浄浄浄ととと格格格納納納保保保管管管
1. ブレードコントロールスイッチを切り、エンジンを

停止してキーを抜き取る。

2. 機体各部に付着している泥や刈りかすをきれいに
落とす。特にエンジンのシリンダヘッドや冷却フィ
ン部分やブロアハウジングを丁寧に清掃する。

重重重要要要 機機機体体体ははは中中中性性性洗洗洗剤剤剤ととと水水水ででで洗洗洗うううここことととがががででできききままま
すすす。。。たたただだだししし高高高圧圧圧洗洗洗浄浄浄器器器ははは使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。
まままたたた、、、コココンンントトトロロローーールルルパパパネネネルルル、、、運運運転転転席席席ののの下下下、、、エエエンンンジジジ
ンンンのののまままわわわりりり、、、油油油圧圧圧ポポポンンンプププ、、、モモモーーータタタににに大大大量量量ののの水水水ががが掛掛掛
かかからららななないいいよよようううににに注注注意意意しししてててくくくだだださささいいい。。。

3. エアクリーナの整備を行う エアクリーナの整備
(ページ 30)を参照。

4. 機体の潤滑作業を行う潤滑 (ページ 29)を参照。

5. エンジンオイルとフィルタの交換を行う エンジンオ
イルとフィルタの交換 (ページ 31)を参照。

6. タイヤ空気圧を点検する タイヤ空気圧を点検す
る (ページ 37)を参照。

7. バッテリーを充電する; バッテリーを充電する
(ページ 36)を参照。

8. ブレードの状態を点検する ブレードの整備 (ペー
ジ 38)を参照。

9. 長期間30日以上にわたって保管する場合には次
の手順に従う

10. 石油系のスタビライザ/コンディショナ燃料品質安
定剤を燃料タンクの燃料に添加する。混合手順
は、スタビライザの説明書に従うこと。アルコー
ル系のスタビライザエタノール系やメタノール系は
使用しないこと。

注注注 スタビライザは、新しい燃料に添加して常時
使うのが最も効果的です。

エンジンをかけて、コンディショナ入りのガソリン
を各部に循環させる5分間。

重重重要要要 コココンンンデデディィィシシショョョナナナ入入入りりりのののガガガソソソリリリンンンでででももも90日日日間間間以以以
上上上ののの保保保存存存はははしししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

11. 点火プラグを外し、点検を行う 点火プラグの整
備 (ページ 33)を参照。点火プラグの取り付け穴
から、エンジンオイルをシリンダ内にスプーン2杯
程度流し込む。スタータモータを使ってクランク
を回転させて内部にオイルを十分に行き渡らせ
る。点火プラグを取り付ける。点火コードは取
り付けない。

12. デッキ外部についている汚れやほこりを除去す
る。

13. 刈り込みデッキの内側にこびりついている刈かす
やごみをスクレーパで掻き落とし、水道ホースで
水洗いする。

14. 走行部および刈り込みベルトの状態を点検する。

15. 機体各部のゆるみを点検し、必要な締め付けや
交換、修理を行う。摩耗した部品や破損した部
品はすべて修理または交換する。

16. 機体の塗装がはげていればタッチアップ修理をす
る。ペイントは代理店で入手することができる。

17. 汚れていない乾燥した場所で保管する。始動
キーは必ず抜き取って別途保管する。機体には
カバーを掛けておく。
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故故故障障障探探探究究究
問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 対対対策策策

1. エンジンの負荷が大きすぎる。 1. 走行速度を遅くしてください.

2. エンジンオイルの量が不足している。 2. クランクケースにオイルを入れる

3. 冷却フィン付近およびエンジンのブロ
アハウジングの下付近が目詰まりして
いる。

3. 清掃して空気の流れを良くする。

4. エアクリーナが汚れている。 4. エレメントを清掃または交換する。

エンジンがオーバーヒートしている。

5. 燃料のなかに異物、水などが混入し
ている。

5. 代理店に連絡する。

1. ブレードスイッチが解除されていない。 1. ブレードスイッチを切る。

2. バッテリーが上がっている。 2. バッテリーを充電する。

3. 配線のゆるみ、腐食など。 3. 配線を点検修正する。

4. ヒューズが飛んでいる。 4. ヒューズを交換する。

スタータがクランキングしない。

5. リレーまたはスイッチが破損している。 5. 代理店に連絡する。

1. ガス欠。 1. 燃料を補給する。

2. チョークが掛かっていない。 2. チョークをONにする。

3. エアクリーナが汚れている。 3. エレメントを清掃または交換する。

4. 点火プラグのコードがゆるんでいる、ま
たは外れている。

4. 点火プラグに点火ケーブルを取り付け
る。

5. 点火プラグの割れ、ギャップの狂いな
どがある。

5. 正しく調整された新しいものに交換す
る。

6. 燃料フィルタが詰まっている。 6. 燃料フィルタを交換する。

7. 燃料のなかに異物、水などが混入し
ている。

7. 代理店に連絡する。

8. 燃料の種類を間違えている。 8. タンクから燃料を抜き取り、適切なタイ
プの燃料を入れる。

エンジンが始動しない、始動しにくい、す
ぐ止まる.

9. エンジンオイルの量が不足している。 9. クランクケースにオイルを入れる

1. エンジンの負荷が大きすぎる。 1. 走行速度を遅くしてください.

2. エアクリーナが汚れている。 2. エアクリーナエレメントを清掃する。

3. エンジンオイルの量が不足している。 3. クランクケースにオイルを入れる

4. 冷却フィン付近およびエンジンのブロ
アハウジングの下付近が目詰まりして
いる。

4. 清掃して空気の流れを良くする。

5. 点火プラグの割れ、ギャップの狂いな
どがある。

5. 正しく調整された新しいものに交換す
る。

6. 燃料タンクの通気口が詰まっている。 6. 代理店に連絡する。

7. 燃料フィルタが詰まっている。 7. 燃料フィルタを交換する。

8. 燃料に水が混入または燃料が粗悪。 8. 代理店に連絡する。

エンジンのパワーが出ない。

9. 燃料の種類を間違えている。 9. タンクから燃料を抜き取り、適切なタイ
プの燃料を入れる。

1. バイパスバルブが開いている。 1. 牽引バルブを閉じる。

2. 走行ベルトの摩耗、ゆるみ、または破
損。

2. 代理店に連絡する。

3. 走行ベルトがプーリから外れている。 3. 代理店に連絡する。

走行できない。

4. トランスミッションが破損している。 4. 代理店に連絡する。
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問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 対対対策策策

1. エンジン固定ボルトがゆるんでいる。 1. エンジン取り付けボルトを締め付ける。

2. エンジンプーリ、アイドラプーリ、また
はブレードプーリがゆるんでいる。

2. プーリを締め付ける。

3. エンジンプーリの破損。 3. 代理店に連絡する。

4. ブレードが曲がっているバランスが悪
い。

4. 新しいブレードを取り付ける。

5. ブレード取り付けボルトがゆるい。 5. 取り付けボルトを締め付ける。

異常に振動する。

6. ブレードスピンドルが曲がっている。 6. 代理店に連絡する。

1. ブレードが鋭利でない。 1. ブレードを研磨する。

2. ブレードが曲がっている。 2. 新しいブレードを取り付ける。

3. 刈り込みデッキの水平調整が悪い。 3. デッキの前後左右の調整を行う。

4. 芝削り防止ホイールの設定が悪い。 4. 芝削り防止ホイールの高さを調整する。

5. デッキの内側が汚れている。 5. デッキ内側の清掃を行う。

6. タイヤ空気圧の調整不良。 6. タイヤ空気圧を調整します。

刈高が不均一になる。

7. ブレードスピンドルが曲がっている。 7. 代理店に連絡する。

1. 駆動ベルトが磨耗、ゆるい、または破
損。

1. 新しいベルトを取りつける

2. ベルトがプーリから外れている。 2. ベルトを取り付け、調整シャフトおよび
ベルトガイドの位置が適正か点検・修
正する。

3. PTOスイッチまたはPTOクラッチが故障
している。

3. 代理店に連絡する。

ブレードが回転しない。

4. 刈り込みベルトの摩耗、ゆるみ、また
は破損。

4. 新しい刈り込みベルトを取りつける。
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図図図面面面

g027754

電電電気気気回回回路路路図図図 (Rev. A)
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タイムカッ
ター

Toro 製製製品品品保保保証証証

および
タイタン芝
刈り機

限定保証保証期間は下に記載されています

保保保証証証条条条件件件おおおよよよびびび保保保証証証製製製品品品

Toro 社およびその関連会社である Toro ワランティー社は、両社の合意に基
づき、以下に挙げる Toro社製品に材質上または製造上の欠陥が発見された
場合には、無償修理を行うことをお約束します。

保証期間は、当初の購入者によるお買い上げ日から起算して以下の期
間とさせていただきます。

製製製品品品 保保保証証証期期期間間間

タイムカッターおよび MX モア 業務用使用23年間

•エンジン1家庭での使用 カワサキ3 年間

コーラー3 年間

トロ3 年間

タイムカッターおよび MX モア 業務用使用 30日間

•エンジン1業務用の使用 カワサキ3 年間

コーラー90 日

トロ90 日

タイタン SW および ZS シリーズ芝刈
り機家庭用または業務用の使用

3 年間または 300 運転時間3

•エンジン1家庭用または業務用の
使用

カワサキ3 年間

•フレーム 製品寿命までただし最初のオーナー
に対してのみ4

タイタン MX シリーズ芝刈り機家庭
用または業務用の使用

4 年間または 400 運転時間3

•エンジン1家庭用または業務用の
使用

カワサキ3 年間

•フレーム 製品寿命までただし最初のオーナー
に対してのみ4

すすすべべべてててののの芝芝芝刈刈刈りりり機機機

•アタッチメント 1 年間

•バッテリー 90 日間部品と工賃

1年間パーツのみ

•ベルトとタイヤ 90日

1トロの 製品では、エンジンの保証をエンジンメーカーが行っているものがあります。

2通常の住宅環境とは、自宅敷地内にて使用することを言います。1箇所より多い現場での使用は業務

用使用となり、業務用製品の保証が適用されます。

3いずれか早く到達した時期まで。

4製品寿命時期までのフレーム保証メインフレーム溶接によって構成した、トラクタのフレーム構成部で

あって、エンジンなどの構成品を搭載するための構造物が、通常の使用中に割れや破損を生じた場

合、部品代や工賃の負担なく、修理または交換を、Toro 社が選択して、行います。不適切な使

用、無理な使用によるフレームの破損や使用間違いまたは錆や腐食の発生によって必要になった修

理には本保証は適用されません。

アワーメータの接続が外されている場合、アワーメータが改造されている場
合、アワーメータに改ざんの形跡が見られる場合は、保証が拒否されるこ
とがあります。

オオオーーーナナナーーーののの責責責任任任

製品の持ち主は、その製品のオペレーターズマニュアルに従って製品の整備
を行う責任があります。 これらの保守作業は代理店またはご本人が行うこと
ができますが、費用はお客様のご負担となります。

保保保証証証請請請求求求手手手続続続ききき

お客様が所有する製品に材質上または製造上の欠陥が存在すると思われた
場合には、以下の手続きを行ってください

1. 弊社代理店にご連絡ください。代理店等が分からない場合には弊社
ホームページwww.Toro.comで探すことができます。また、項目 #3 の
電話番号でも 24 時間いつでも代理店を探すことができます。

2. ご購入の日を証明する書類レシートとともに、サービスディーラーの修
理工場に製品をお送りください。故障原因と無償修理が可能かどうか
は、ティーラーが判断いたします。

3. 代理店の保証内容にご満足いただけない場合は弊社にご連絡ください

Toro Warranty Company
Customer Care Department, RLC Division
8111 Lyndale Avenue South
Bloomington, MN 55420-1196
無料通話866-216-6029 (米国内のお客様)
無料通話866-216-6030 (カナダのお客様)

保保保証証証ののの対対対象象象とととななならららななないいい場場場合合合

排ガス保証やエンジン保証付きの製品以外は、上記に挙げた保証が製品保
証のすべてとなります。以下に挙げるものは、この保証の対象とはなりません

• 通常の保守整備にかかる費用や部品の代金たとえば、フィルタ、燃
料、潤滑剤、オイル交換費用、点火プラグ、エアフィルタ、ブレードの
研磨費用や交換費用、ケーブルやリンクの調整費用、ブレーキやク
ラッチの調整費用などがこれにあたります。

• 通常の使用によって磨耗して寿命がくる部品等

• 改造、誤使用、整備不良、過失などが原因で修理や交換が必要になっ
た製品や部品

• 製品の引き取りや配達に伴う費用。

• 弊社正規代理店以外の業者による修理や分解操作など

• 弊社が推奨する適正燃料を使用しなかったことが原因で起こった不具合
の修理詳細についてはオペレーターズマニュアルをご参照ください

– 燃料系統が汚染された場合の汚染除去は本保証には含まれません

– 古くなった燃料購入後一ヶ月以上を経過しているものや、エタノー
ルを10%以上またはMTBEを15%以上含有する燃料の使用

– 不使用期間が一ヶ月を超える場合に燃料タンクから燃料を抜き取ら
なかったことを原因とする不具合

そそそののの他他他

本保証の下で行われる修理はすべてトロのサービスディーラーがトロの純正
部品を使用して行うものとします。

両両両社社社ははは、、、本本本製製製品品品ののの使使使用用用ににに伴伴伴っっっててて発発発生生生しししうううるるる間間間接接接的的的偶偶偶発発発的的的結結結果果果的的的損損損害害害、、、例例例えええ
ばばば代代代替替替機機機材材材ににに要要要しししたたた費費費用用用、、、故故故障障障中中中ののの修修修理理理関関関連連連費費費用用用ややや装装装置置置不不不使使使用用用ににに伴伴伴ううう損損損
失失失なななどどどにににつつついいいててて何何何らららののの責責責ももも負負負うううももものののででではははああありりりままませせせんんん。。。両両両社社社ののの保保保証証証責責責任任任ははは上上上
記記記ののの交交交換換換まままたたたははは修修修理理理ににに限限限らららせせせててていいいたたただだだきききままますすす。。。

商商商品品品性性性製製製品品品ががが通通通常常常ののの用用用途途途ににに適適適しししててていいいるるるここことととややや用用用途途途適適適性性性製製製品品品ががが特特特定定定ののの要要要とととににに
適適適しししててていいいるるるここことととにににつつついいいてててののの黙黙黙示示示的的的内内内容容容にににつつついいいてててののの保保保証証証ももも、、、本本本保保保証証証ののの有有有効効効期期期
間間間中中中のののみみみににに限限限っっっててて適適適用用用ささされれれままますすす。。。

米米米国国国内内内でででははは、、、間間間接接接的的的偶偶偶発発発的的的損損損害害害にににたたたいいいすすするるる免免免責責責ををを認認認めめめててていいいななないいい州州州がががああありりりままま
すすす。。。まままたたた黙黙黙示示示的的的ななな保保保証証証内内内容容容ににに対対対すすするるる有有有効効効期期期限限限ののの設設設定定定ををを認認認めめめててていいいななないいい州州州がががあああ
りりりままますすす。。。従従従っっっててて、、、上上上記記記ののの内内内容容容ががが当当当てててはははまままらららななないいい場場場合合合がががああありりりままますすす。。。

この保証により、お客様は一定の法的権利を付与されますが、国または地
域によっては、お客様に上記以外の法的権利が存在する場合もあります。

米米米国国国とととカカカナナナダダダ以以以外外外のののおおお客客客様様様へへへ

この保証はメキシコでは適用されません。米国またはカナダ以外における製品の保証についてのお問い合わせは、お買いあげのToro社販売代理店
ディストリビュータまたはディーラへおたずねください。代理店の保証内容にご満足いただけない場合は輸入元にご相談ください。輸入元の対応にご満
足頂けない場合は本社へ直接お問い合わせください。

オオオーーーススストトトラララリリリアアア消消消費費費者者者保保保護護護法法法: オーストラリアのお客様に対する保証情報は、梱包内部に資料を同梱しているほか、弊社代理店にても法律に関す
る資料をご用意しております。

374-0258 Rev F
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